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◇ 議 事

く開会 〉 午後2時

○議 長(藤 本 幸 作)

開会 に先 立 ち、一言 ご あい さつ を申 し上 げます。

本 日ここに第3回 北 播磨 総 合 医療 セ ンター一・・企業団議会定例会 が招集 されま

した ところ、議員各位 には公私何か と御多用の中、御参集 を賜 り、 ここに開

会の運び に至 りま したことは、統合病 院の建設 のため、誠 に御 同慶にたえな

い次第 であ りま して、各位の御精励 に対 しま して、深 く敬意を表する ところ

であ ります。

さて、今期定例会 で付議 され ます案件 は、平成23年 度 予算 並 び に平成2

2年 度 補 正 予算 の2議 案 であ ります。 議員 各 位 にお かれ ま して は、何 とぞご

精励 を賜 りま して、慎重 にご審議の上、適切 、妥 当な結論 を得 られ ます よ う

お願い を申 し上 げ、開会 のごあい さつ とさせ ていただ きます。

<企 業 長 あい さっ>

O議 長(藤 本 幸作)

この際 、蓬 莱企 業 長 の ごあい さつがござい ます。

○企業長(蓬 莱 務)

第3回 北播 磨総合 医療 セ ン ター企 業 団議会定例会の開会に当た りま して、

ごあい さっ を申し上げます。

本 日、第3回 企 業 団議 会定 例 会 を招集 いた しま した ところ、議員の皆様方

におかれ ま しては、公私何か とご多用の中をお繰 り合 わせ の上、 ご出席 を賜

り、 ここに開会 の運び とな りま したことに対 しま して、深 く感謝 申し上 げま

す。

私事で ございますが、引き続 き企 業団の企業長 になることにな りま した。

何卒 よろ しくお願 い申 し上げたい と存 じます。

北播磨総合 医療セ ンターの建設事業 スケジュール は順調 に進んでお り、平

成25年10月 には何 と して で もオー プ ン をめ ざして、着実に進行 してお り

ます こ とを、まず もってご報告 申 し上 げます。

その進捗状況につ きま しては、皆様方 もご承知の とお り、昨年12月 に 国

道175号 市 場東 交差 点 に建 設 予 定地 の看 板 を設置 し、建設事業のPRを 行

って お ります。

今 ま で、 新 聞 あ るいは統合病院だよ り等 を通 じ、また、市議会 の議員 の皆

様方か ら病院は このよ うな ところに建設 され る とPRさ れ てい て も、 な かな

か市 民 の皆 様 は実感 としてわかない。実 際、 どの辺 りであろ うか と問い合わ

せがあった ことも事実です。 あの看板 ができてか ら、 この ような大きな物が



ここに建つ の と言ってお られ る方 もございます。

この病 院がで きるまで、我々 もそ うですが議員 の皆様方も、やは りネガテ

ィブではな くポ ジテ ィブに前向きに病院を建設す ることに協力 し合 って、 こ

の北播磨に冠た る医療の拠点を作 るとい う思いのメ ッセージがあの看板 に込

め られています。その よ うなベ ク トル合わせ をぜひ行っていただけた らと思

う次第で あ ります。

そのよ うな中、昨年11月 に県 と用 地交i換 も完 了 し、本年2月 には、 造成

工 事 の業者 も決 定 してお り、まもな く造成 工事 に着工いた します。 この件に

つ きま しては、造成工事 ではあ りますが大 きな事業 であ りますので、造成着

工に関す る安全祈願祭 を皆様のご参加 を得 ま して、スター トの けじめに した

い と思ってお ります。

そ して、建築設計につきま しては、スカイ ツ リーを設計 された業者 に結果

としてお願 いを してお りますが、統合病院だ よりで もお知 らせいた しま した

が、建築基本計画 を終了 し、現在、実施設計 も最終段階に入 ってお り、設計

終了後 は、建築確認 申請等 を行い、秋 には建築工事 に着工す る予定で ござい

ます。

まだまだ微細 な ところについて は、 これか らも神戸大学 と連携 を取 りなが

ら、 これ まで実際 にそこで働 く医師、看護 師、医療技術の皆 さんか ら意見 を

聞いて行 ってお りますが、 さらに細かなこ ともあ ります。実際、小野市のエ

クラを建設 した時 には、 コンセ ン トの位置 をあ と50c皿 移 動 させ る とい った

細 か な こ とを打合せ した とい うこともございま した。 ある意味ではサー ビス

産業の拠点であ り、非常に重要 な冠た る病院のた めの政策であろ うと、その

気持 ちを持 って今後事業を進めて参 りたい と考 えているところで ございます。

い よい よ、北播磨総合医療セ ンターが、いわゆる見える形 となってまい り

ま した。

さて、 このたびの定例会 に上程 させ ていただいてお ります案件 につ きま し

ては、平成23年 度 北播磨 総合 医療 セ ンター企 業 団病院事業会計予算並びに

平成22年 度 北播 磨総 合 医療セ ンター企 業 団病院事業会計補正予算 にっいて

の2件 を上 程 してお ります 。

何 卒 、議 員各位 におかれま しては、一層 のご精励を賜 り、慎重なるご審議

の上、適切 なるご決定を賜 ります よ うお願 い 申し上げま して、誠 に簡単では

ございます が、開会のごあい さつ と報告 に させ ていただきます。 ど うぞ よろ

しくお願いいた します。

〈開議 〉

○議長(藤 本 幸 作)



これ よ り、本 日の会議 を開きます。

日程に入 るに先立 ち、諸般の報告 を申 し上げます。

監査委員 か ら、例月出納検査結果報告書及び定期監査結果報告書の提 出が

あ り、 これ らの写 しを既にお手元 に配付 いた してお りますので、御清覧 をお

願 いいた します。

次 に、その他 の報告 については、議会事務局長 か ら御報告 をいた します。

○議会事務局長(小 西桂 一)

御 報告 い た します。

現 在 の 出席議 員 は、10名 で あ ります 。

次 に、今 期 定例 会 に提出 されます議案並び に本 日の議事 日程表は、既 にお

手元 に配付いた しま した とお りでご ざいます。

次 に、地方 自治法第121条 の規 定 に よ りま して、説 明 のた め今期定例会

に出席を求 めま した者 の職 ・氏名 は、お手元 にプ リン トにて配付いた してお

りますので、朗読 を省略 させていただきます。

報告事項 は、以上で ございます。

〈 日程第1会 議 録 署名 議員 の指名 につ い て 〉

○議長(藤 本 幸 作)

これ よ り日程 に入 ります 。

日程第1、 会 議 録署 名議 員 の指 名 で あ ります。

会議録署名議員 は、議長 より指名いた します。

3番 藤原 健 議 員 、8番 加 岳井 茂 議員 、以 上2名 にお願 い をい た しま す。

〈 日程 第2会 期 の決 定 につ いて 〉

○議 長(藤 本 幸 作)

次 に、 日程第2、 会 期 の決 定 につ い て を議 題 といた します。

お諮 りいた します。本定例会 の会期 は、本 日1日 間 といた した い と思 い ま

す 。 これ にご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(藤 本 幸作)

ご異議 な しと認 めます。 よっ て、会期 は1日 間 と決 定 いた しま した。

〈 日程 第3、4企 業長 提 出 第1号 、第2号 議 案 〉

○議 長(藤 本 幸作)

次 に、 日程 第3、 第1号 議案 、 平成23年 度 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業

団病 院事業会計予算並びに 日程第4、 第2号 議 案 、平 成22年 度 北播 磨総 合

医療 セ ン ター企 業 団病院事業会計補 正予算(第1号)を 一 括 して議 題 といた

します 。



蓬莱企業長 か ら提案理由の説明を求 めます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、i蓬莱企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱務)

そ れ で は、 ただ い ま上程 され ま した議案 につ きま して、ご説明を申し上げ

ます。

まず、第1号 議案 、平成23年 度 北播磨 総 合 医療 セ ンター企業 団病院事業

会計予算 についての議案であ ります。

第2条 の業務 の予 定量 につ きま して は、建設改良事業 としま して、病院建

設事業費 で27億5,300万 円、病 院建 設 事務 費 で1億 円、合 計28億5,

300万 円 を計 上 してお ります。

これ は、 予定の総事業費200億 円に対 しま して 、約14%に 当た る事業

を実 施 しよ うとす る ものであ ります。

第3条 の資本 的収入 及 び支 出につ きま しては、収入28億5,540万2

千 円に対 しま して 、支 出が28億5,680万1千 円 とな ってお り、支 出 に

対 して不足す る収入額139万9千 円につ きま して は 、繰 越資 金等 で補 てん

しよ うとす るものであ ります。

第4条 の債務 負 担行 為 につ きま して は、平成24年 度 か ら25年 度 ま で の

建 築等整 備 事 業 と して167億 円を計上 して お ります 。

第5条 の企 業債 、第6条 の一 時借入 金 、 第7条 の議 会 の議決 を経 なけれ ば

流 用す ることのできない経費、第8条 の関係 市 か らの負担 金 につ きま しては、

それぞれ記載の とお り定めよ うとす るものであ ります。

第9条 の重 要 な資 産 の取得 及 び処 分 につ きま しては、北播磨総合 医療セ ン

ター建設用地9万 ㎡ を取 得 しよ うとす るもの で あ ります。

次に、第2号 議 案 、 平成22年 度 北播 磨 総合 医療 セ ン ター企 業 団病院事業

会計補正予算(第1号)に つ い て の議 案 で あ ります。

第2条 の業 務 の予 定 量 の補 正 につ きま しては、建設 改良事業の うち、病院

建設事業費 を2億252万 円減額 し、2億2,988万 円に、病 院建設 事 務

費 を628万 円減 額 し、8,532万1千 円 に しよ う とす る もの で あ ります。

第3条 の資 本 的収 入及 び支 出の補 正 につ きま しては、収入及び支 出をそれ

ぞれ2億1,780万 円減 額 し、予 算総 額 を3億1,620万2千 円 に しよ

うとす る もの で あ ります 。

第2条 、第3条 の補 正 につ きま しては 、主 な要 因は、いずれ も設計業務 の

契約金額の抑制、これは交渉に よる契約金額 の結果 によるもので ございます。



第4条 の債 務負 担行 為 の補 正 、第5条 の企 業債 の補 正 、第6条 の 関係 市 か

らの負 担金 の補 正 につきま しては、それぞれ記載 の とお り改めよ うとす るも

のであ ります。

以上で、ただいま上程いた しま した議案 の説明を終わ ります。

どうか慎重 なるご審議 によ りま して、適切 なるご決定を賜 ります よ うよろ

しくお願 い申 し上げます。

O議 長(藤 本 幸 作)

これ よ り質 疑並 び に一般 質 問に入 ります。

通告 によ り、順次、発言を許 します。

10番 、藤井 玉夫議 員 。

【「議 長 、10番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

10番 、藤井 玉 夫議 員 。

010番(藤 井 玉夫)

議 長 の許 可 をい た だ きま した の で、発言通告に従いま して2項 目につ い て

質 問 させ てい た だ きます。

第1項 目、 医 師、看 護 師体 制 の確 立 についてであ ります。

昨年10月 に小 野 市議会 にお け る会 派 視 察 において、千葉県の東金市 と山

武郡九十九里町による 「東金九十九里地域医療セ ンター計画」、これは開業予

定 が統合病院 よ り6か 月後 の平成26年4月 とな ります が 、そ の計画 につ い

て会派行政視察 を行 いま した。

当該医療セ ンターの計画 は、県立病院 の再編 、廃止 に伴 う計画で、県の行

政指導 と支援 に基づいて進 め られてお り、本 北播磨総合医療セ ンター とは大

き く異なる面はあ りますが、医師、看護師の 「人」 とい う点では、千葉大学

名誉教授 を理事長 とした新病院体制 が取 られ ています。

北播磨総合 医療セ ンター も 「人」 とい う面では、神戸大学 との協定 のもと

に、 「マグネ ッ トホス ピタル」とい う考 え方 で進 め られ ているところであ りま

すが、平成22年11月10日 の新 聞報道 で は、神 戸 大 学 医学 部付属病院で

も病院長が1か 月空 席 にな る とい う記 事 も掲 載 され 、少 し不安 な面も感 じて

い るところであ ります。

本計画は、三木市民病院 と小野市民病院の神 戸大学系の病 院合併 となるわ

けで、優秀 な人材確保 が 「患者 と医療人 を魅 きつ けるマグネ ッ トホス ピタル」

の形成 には最 も重要 な点 と考えます が、 これ らの具体的な人材確保体制 につ

いて どの よ うな状況かお聞きします。

第2項 目、オ ー プ ン後 の経営 管理(評 価)に つ い てで あ ります 。



「東金九十九里地域医療センター」の場合は、地方独立行政法人、非公

務員型で実施 され ることから、第三者機関である 「評価委員会」の設置が

義務付けられ、その委員長に社団法人全国社会保険協会連合会顧問をはじ

め、外部病院関係者、県、市町議会、公認会計士等11名 で組織されてい

ますが、北播磨総合医療センターの場合、外部評価を得る体制がとられる

かをお聞きします。

以上2点 でございます。よろしくお願いいた します。

【「議長」の声あ り】

O議 長(藤 本幸作)

はい、西本事務局長。

○事務局長(西 本則彦)

それでは、藤井議員のご質問にお答えをいた します。

まず、医師、看護師体制の確立についてのご質問にお答えをいたします。

統合病院は、ご承知のとお り神戸大学の提案により、大学と自治体が連携

して建設することが大前提であります。このため、医師につきま しては、必

要な人員を確保できるものと考えてお ります。

具体的な事例で申し上げますと、来年度以降、神戸大学医学部内では、統

合病院の担当窓 口となる組織を立ち上げる計画があるとお聞きしてお ります。

このほか、教授会などで建設の進捗状況を随時、報告するなど、医学部内で

統合病院への関心をさらに高めていただくことで、より一層の人員確保に繋

がるものと考えてお ります。

次に、看護師の確保につきましては、現在、両病院 ともに統合病院を全面

に打ち出し、採用活動を行ってお り、看護実習生の積極的な受入れや看護学

校への訪問、就職セ ミナーへの参加など、看護師確保に取 り組んでいるとこ

ろでございます。

また、看護師確保については、病院運営の重要な課題であるとの観点か ら、

現在の両病院 と企業団が共同で、看護師確保プロジェク トチームを今月中に

も編成 し、奨学金制度や給与体系、勤務形態、研修制度などについて、具体

的に検討を進めていく予定でございます。

次に、オープン後の経営管理についてのご質問にお答えをいたします。

独立行政法人にっきましては、企業団と同じ一部事務組合 と比べまして、

予算や人事などの権限が、大きく法人に委ねられているため、地方独立行政

法人法第11条 におきまして、業務の実績に関して評価を行 う「評価委員会」

の設置が規定されてお ります。

この独立行政法人は、効率的な経営が行いやすい反面、評価に関しま して



は、 自治体や議会 の細かい関与が行い にくい とい う面が ございます。逆 に申

し上げます と、一部事務組合 にあっては、評価 に関 しては、 自治体や議 会の

関与が行き届 き、評価委員会を設置 したの と同 じ効果が得 られ るもの と考え

てお ります。

企業団は、地方公営企業法 を全部適用す る一部事務組合であ りますので、

他 の一部事務組合 と比較いた しま して、 よ り効 率的な経営が可能であ り、公

的病 院 としての特殊性 の観 点か らいた します と、 自治体が関与す るこ とに よ

り、不採算部門にな りがちな救急や高度 医療な どの政策 医療が行 いやす く、

公 的病院 としての役割 を果 たせ るもの と考 えてお ります。

以上の ことか ら、企業団は、三木市及び小野市が経営 に関与す るとともに、

議会や監査委員 を設置 していることか ら、現時点で は、外部評価制度 の導入

は考 えてお りません。

以上で、藤井 議員 のご質問に対す るお答 えとさせ ていただきます。

【「議長 、10番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

10番 、藤 井玉 夫議 員 。

010番(藤 井 玉夫)

それ で は、 再質 問 を させ てい た だきます。

「東金 九十九里地域 医療セ ンター」 とは、先程の質 問の中で 申し上げた と

お り、大き く変 わってい る点は、東金の方は県立病院が廃止 になるとい うこ

とで、1市1町 で地方 独 立行 政法 人 として 病院 を立ち上 げられ るとい うとこ

ろが違います。

これは、医師も看護師 もゼ ロか らの出発 とな ります。 こち らは、三木市民

病院、小野市民病院 とい う、既 にある病院が一緒 になって行 うわけですが、

コンセプ トに挙 げ られているマグネ ッ トホス ピタルが、 どうしても合併 とな

りますか ら少 し見 えに くい。

東金 の方 は、新 たな病院です ので平澤教授 を トップに した体制が作 られて

い ます。また、病 院の体系図を作成 し、千葉大学医学部は どの ようなことを

す るか、看護師は どのよ うに確保す るかを検討 されてい る。

東金市 は、千葉大学医学部、県看護師協会、平成23年 度 に新 た に看 護 学

科 が設 置 され る城西大学か ら看護 師確保 を図る とい う体制が築かれています。

そ うした中で、両者 を比較 します とハー ド面 は見えて くるのですが、 ソフ

ト面が現状 の病院 しか見えない。マグネ ッ トホス ピタル とい う医師も看護師

も魅 きつ ける とい うイメージが分か りにくい。なぜ分か りにくいかを考 えま

す と、合併 による トップの医師が見 えてないのが一つの大 きな原 因 と思 って



います。

そ こで、やは り トップ人事であ り、今 の段階で どうこう言 うのは難 しい と

思いますが、 トップ人事 をどのよ うな時期 に、 どの よ うに考 えてお られるか

とい う点 を、第1点 に お聞 き したい と思い ます 。

2点 目は 、看護 師確 保 とい うこ とで、先 ほどプロジェク トチームを立ち上

げて対応 され る とい うことですが、小野市議会 において企業長である市長の

発言では、あ と半年 ぐらい した らある程度看護師の確保があるのかないのか

よく分 か りませ んが、看護師確保 についての発言があ りました。

看護 師確保 については、看護学校 もあ るのですが、神戸大学医学部の看護

部 もあ ります。そのよ うな中で、 どの よ うに看護師確保 を考 えられ るかお聞

き したい と思います。

2項 目目の件 につ い て です が、 自治体の関与、議会 の関与 について、一部

事務組合の企業団ですので当然そ うな らざるを得 ないのですが、私 も監査委

員 を1年 させ て い ただ きま したが 、公認会計士の先生 と市民病院の監査を し

ま した。監査委員 とな ります と、例月検査、定期監査 を し、市全体の監査 も

しな くてはな りません。 このため、会計監査は行 き届 きますが、事業監査 ま

ではなかなか行 き届かない とい う点が見受 け られます。

その よ うな点で、再度、外部評価委員会 とは言いませんが、その よ うな経

営の状況 を外部 に評価 していただ く仕組み を考えていただけないか、お聞き

したい と思います。以上3点 です。

【「議 長」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸作)

はい 、藪本 副 企業 長 。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

ま ず 、1点 目の ご質 問 で ご ざい ます が 、東金市のあ り方 と私 どもの統合病

院は元々の出発点が違 ってお ります ので、 どちらが良いのか悪いのか とい う

よ りも、今進 んでいる方向で どうの ように前向きに考えて行 く中で、初期 の

目的 に近づ けて行 くのが、理事者側サイ ドの仕事で あ り、それ をチェ ックし

ていただ くのが当議会の役割であると感 じてお ります。

ハー ドは見えて、 ソフ トが見 えない と思われてい るところはあろ うか と思

いますが、現在、両病院長そ して両看護部長な どが一緒 に、2つ の病 院 がマ

グネ ッ トホス ピタル の理念 もさることなが ら、それ ぞれの組織文化 を持 って、

また得手 とす る診療科 目も違 う中で、それぞれ良い分野 がいろいろあると思

います。 また、それぞれ補 う分野 もあろ うか と思います。

それ をフォ ローす る体制 を、医師同士あるいは看護 師、 コメデ ィカル同士



で行 い、また、実際 に両病院間で相互の人事交流 を行 ってい るところで ござ

います。神戸大学系列の病院 とい うこともあ り、ゼ ロか らの病院 と合併 した

病 院 と見 え方 には、差異 が出て くるか もしれませんが、25年10月 と リ ミ

ッ トを切 って の作 業 で 、 しか も神戸大学 も巻き込んで動いてお ります ので、

私 どもの方が議員 の皆様方や市民の皆様方 に、今後 ともPRを 続 けてい か な

けれ ば、 そ の よ うな ご懸念が出るとい うことを、今 ご指摘を受けて痛感 した

次第 でございますが、 ご懸念がない よ うに とい うことが一点で ございます。

合 わせ て、藤井議員 ご指摘の とお り、 トップの人事 を どのよ うに してい く

のか。 トップは企業長 であ りますが、実際 に病院 を運営 してい く上で経営責

任者 は企業長であ り、副企業長が負 うわけで ございますが、病院長人事が大

きなターニングポイ ン トにな ります。 これ につ きま して も、鋭意、企業長 と

も相談 しなが ら進 めてい るところです。何分にも人事 とい うことで、相手方

がお あ りのことでございますので、然 るべ き時期に議員の皆様方に言 える段

階になれ ば、報告 させ ていただきたい と思います。 まだまだ実現す るのか ど

うかも、人事 とい うことにな ります と、非常にナーバスなものです ので、た

だご期待 に添 うよ う、今の水面下での ものが トップの人事 を据 え付 けること

によって、 よ り形 と して外に見えるよ う進 めて参 りたい と考 えてお ります。

そ して、看護師確保 については、今 の両市民病院において、いかに看護師

を確保 してい くのか、それが統合後の看護 師の基礎集団になって参 ります。

まずは、今の両市民病院の看護 師を確保 してい く努力 を両病院で取 り組 んで

い る ところです。合 わせて、統合までの2年 半 の 間 に、新 た に統合 病 院 の魅

力 をPRし てい く中 で、看 護 学校 に入 学 された方や2年 生 の方 も含 め、新 卒

の方 々 も対象 になるよ う広 くす そ野を広げ、統合病院 をいかにPRす るか な

ど、獲 得策 を進 めてお ります。 これには奇策があ ると言 うわけではございま

せんので、地 に足のついた営業活動を両病院 において続 けて参 りたい と思 っ

てお ります。

次 に、評価委員会 につ いて ご質問があ りま したが、確 かに藤井議員 ご指摘

とお りだ と思います。 これだけ大きな規模 になってい く以上、今 の段 階では

兼務 とい う形で よい と思いますが、今後、当面は一部事務組合方式 を続 け さ

せ ていただきたい とい う思いがございます。急激な独法化 によっての変動 は、

看護 師等の確保 が逆 に困難 になるマイナスの側面 もございますので、注意 し

なが ら進 めない とい けない と思 ってお ります。

合 わせ て、議員 ご指摘 の評価機能 を どのよ うにプ ラス αを してい くのか、

例 えば、兼任 ではな く専任 の監査委員 を設置す る とい うのも、今後の検討課

題 としては考 えられ ると思います。 けれ ども、今 の監査制度並びに議会チェ



ック機能 によっての評価制度 は、独法法人 に勝 るとも劣 らない ものを保有 し

てい るもの と考 えてお ります ので、 当面 の間は、 この方法で行 わせ ていただ

きたい と考えてお ります。以上です。

【「議長、10番 」 の声 あ り】

○ 議長(藤 本 幸 作)

10番 、藤井 玉 夫議 員。

010番(藤 井 玉夫)

これ 以 上質 問 して も、合 併 です ので ソフ ト面 については、非常に難iしい面

もあ ろ うか と思い ます 。

ぜ ひ とも、良い院長 に来ていただけるよ う、努力 していただきたい と思い

ます。以上です。

【「議長」の声あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱務)

い ま 、 副企業 長 か らお答 え した とお りで ございますが、結論 から申 し上 げ

れば東金市には負 けませ ん。

トップ人事につ きま して も、人事に関わ る話ですので、それ な りに進 めて

お ります。看護師確保 について も、上半期 には、なん らかの方 向性は示 して

い くことは考 えてお ります。

これ も戦略的方向性があ りますので、皆様方には信 じていただきたい とい

うしか ございませ ん。やは り、これだ けの大事業 を行 うわけですので、ハー

ドだけで はな く、当然 ソフ ト事業 もか らませ なが ら行 ってい くことについて

は、皆様 もご理解 を賜 りたい。

また、評価委員 については、昔 と今では評価委員のあ り方 が、変わって き

ているこ とを認識 しな くてはな らない。昔 は、公認会計士にお願いすれば良

かった時代 もあ りま したが、今 は決算書 についても、コンピュータがあるの

で、企業で も3か 月 あ った ら公認 会 計 士 に負 けない仕事 をしている。

財務会計や税務会計が分かって も、管理会計的 なことが分か らない人が多

い。 どうすれ ば生産性 が上がって、ど うやれ ばコス トを削減 でき、ど うして

利益 を出すか、いわゆる経営感覚 をもった公認会計士や税理士 さんがなかな

か育っていない。現実 はそ うですか ら、いま大 きな曲が り角 になってい る。

これ か ら10年 先 の評 価 の在 り方 、評 価 をす る人の在 り方 とい うのは、 よ

く言 うのですが、財務 が分かる人 とで きる人は違 うと、我々が求 めてい るの

は、分 かる人 ではなく、できる人 を求 めてい るわけであ ります。実態 も現場



も知 らないで、頭だけが先行 してい ろい ろ言われ る人については、少 な くと

も新 しい北播磨総合 医療センターではい らない。これ ぐらいの厳 しい人事戦

略 を持って行 ってい く。従来型の監査の人 たちは、役に立たない時代 が来て

い るとい う思いが してお ります。全 く違 う時代が来てい ることを認識 しなが

ら、 どの ように評価 とか、或い は市民 に対 して どのよ うな表現 を してはっき

り分か るか、そ して どのよ うに戦略的 に行 ってい くか、全 く違 う人材 が要求

され る。

今 の人材 か ら、その よ うな人たちを選別 してい くこ とについては、 もう少

し様子を見 るべ きと考 えます。幅広い人材 を求めて行 くのも、監査 にとって

は必要です。特に評価委員のシステ ムについては、今のシステ ムをそのまま

機能す る時代 は終わってお ります。行政 の監査制度 は、なれ あい主義であ り、

そ うい うことではない人材 を求 めて行 くのが北播磨総合 医療セ ンターです。

最後 にな りますが、したたかにハー ド、ソフ トとも確 実に進 めてお ります。

も う少 しお時間をくだ さい。 このよ うに ご理解 くだ さい。以上です。

○議長(藤 本 幸 作)

次 に、7番 、 岡嶋 正 昭議 員 。

【「議長 、7番 」 の 声 あ り】

○議 長(藤 本 幸作)

7番 、 岡嶋正 昭議 員 。

07番(岡 嶋正 昭)

そ れ で は、私 は2項 目につ い て ご質 問 い た します。

第1項 目、投 資 総額200億 円が及 ぼす 小 野市 ・三木 市へ の経済的な効果

についてであ ります。

病院建設工事 ・各種 医療機器等 の購入 によ り、予算規模で200億 円の 計

画 にて 「北播 磨 総合 医療 セ ンター」建設 に向け、計画が実施 されてお ります。

両市に とりま して も、空前 の予算規模 と申 しますか、大変大 きな金額の投

資 とな ります。 この事業投資が、少 しで も現在 の冷 え切 った 日本経済 、即 ち

小野 ・三木両市への経済効果の一助 になれ ばと切望いた します。

ただ規模が大 きくて、建設業的にランクの関係 によ り、手 に負 えない こ と

もあるか と思い ます が、そ こで2点 につ い て 、お伺 いい た します 。

1点 目、建 設 に際 し、入 札企 業 の条件 に 「共 同企 業体」によ り、地元企業

が参加 できるものがないのか どうか。

2点 目、建 設 に係 る原材 料 等 の納入 について、各種 の材料、例 えば鉄 筋 、

生 コン、人的な労力、消耗 品等 の提供 を小野 ・三木 両市の関連業者 の方々 よ

り納入す ることについての条件設定 をす ることが 出来 ない ものなのか、お伺



い します。

第2項 目、 「マ グネ ッ トホス ピタル 」の建設に当た り、その具体的な内容 に

ついてで あ ります。

新病院建設 に向けてのスローガ ンが、 「患者 と医療人 を魅 きつ けるマグネ

ッ トホス ピタル を地域 とともに築き、理想 の医療を提供 します。」とあ ります。

そ こで、次の2点 につ い て 、お伺 い い た します。

1点 目、 患者 で あ ります 小野 市 ・三木市 の両市民に とって、 どのよ うなメ

リッ トのある医療 サー ビスの提供が考 えられますか。

2点 目、医療 人(医 師 ・医療 技術 者 ・看 護 師等)に とっ て のマ グネ ッ トホ

ス ピタル とは、 どのよ うなものなのか。また、医療人 の方 々の人材確保 につ

いて、以上2項 目、4点 につ い てお伺 い い た します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、西 本事 務 局長 。

○ 事務 局長(西 本 則彦)

それ で は、 岡嶋議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、投資総額200億 円が及 ぼす 小 野市 ・三木 市 への経済的効果につい

てのご質問にお答 えをいた します。

建築関連工事 を発注す るに際 しま しては、地元業者 が参入 できれ ば、その

経済効果 は大 きなもの と考え られ ますが、今 回の建築関連工事 につきま して

は、議員 ご指摘の とお り、相 当に規模 が大 きい ことが予想 され ます ので、地

元業者の請負が参入可能な ものについては、地元業者の参入を視野に入れて

検討 して参 りたい と考 えてお ります。

合 わせて、分割発注方式や建築材料の納入な ど、で きるだけ地元業者 が参

入できる工夫 を検討 して参 りたい と考 えてお ります。

いずれ にいた しま しても、初期投資の額は、開院後の経営に も大き く影響

す ることか ら、初期投資額 と地元業者参入 のバ ランスを総合的に判断 しなが

ら検討 してまい ります。

次に、 「マ グネ ッ トホス ピタル」の建設に当た り、そ の具体的な内容 にっい

ての ご質問の うち、まず患者への医療サー ビスの提供 についてのご質 問にお

答 えをいた します。

「マグネ ッ トホス ピタル」 とは、統合病院の基本理念に も取 り入れていま

すが、患者 にとっても、医療人 にとって も、磁石 のよ うに魅 きつける、魅力

ある病院 を意味 してお ります。

まず 、患者 に とりま しては、建築面で 申し上げます と、設計段階で分か り



やすい患者動線 に心がけ、個室感覚 のあふれ る4床 室 の整 備 や 、 がん 患者 が

終 末期 を安 らかな環境で過 ごせ る緩和ケア病棟 の配置 な ど、患者 目線 に立 っ

た設計 を進 めているところでござい ます。

また、医療機能 といた しま しては、国が提唱 している4疾 病 の うち、特 に

「が ん対 策」 について、例を挙げて申 し上 げます と、最新 医療機器であるP

ET-CTに よるが ん診 断 、 リニ ア ックに よ るがん治療、そ して終末期 の緩

和ケア内科 の新設な ど、 これまで、両病院では出来なかった医療 を行 うとと

もに、現在 、休診 してい る産科を復活 させ る、あるいは24時 間、 断 らない

救急 受入 体制 を構築 す るな ど、住民の皆様方が安心 して、また安全に医療を

受け られ る体制 を整 えて行 きたい と考えてお ります。

次 に、医療人 に とってのマ グネ ッ トホス ピタル と、人材確保 について のご

質 問にお答 えをいた します。

医療人 に とってのマ グネ ッ トホス ピタル とは、医療人が働 きやす く、また

働 き続 け られる環境づ くりを行 うこ とであると考 えてお ります。

例 えば、宿舎の整備や24時 間体制 での 院 内保 育所 の 開設 、 医療現場 を再

現 した部屋での実地研修 を行 うスキル ラボ室の配置 な どのほか、給与体系の

見直 しや3交 替 制勤務 又 は2交 替 制 勤務 の選 択 制 の導入 、 あ るいはスキル ア

ップに対す る支援制度 な どを実施す る予定で ございます。

人材確保 につ きま しては、先 ほどの藤井議員 にお答 えいた しま した とお り、

医師、看護 師の確保 に向け、鋭意努力 して参 りたい と存 じます。

いずれ にいた しま して も、医療人 を魅 きつ け、医療の質 を向上 させ ること

で、患者 に とって も魅力 ある病院 とな り、最終的には住民の方々に還元でき

るもの と考えてお ります。

以上で、岡嶋議員のご質問に対す るお答 え とさせていただきます。

【「議長、7番 」 の 声 あ り】

○ 議長(藤 本 幸 作)

7番 、 岡 嶋正 昭議 員 。

07番(岡 嶋正 昭)

再 質 問 を させ てい た だ きます。

第1項 目につ きま して は、規模 が大 きす ぎるこ とか ら、地元業者が請 ける

とい うのは、かな り無理 とい うことは重 々承知 してお る ところですが、やは

り三木市、小野市で これだけの大 きな金額 を使 うわけです か ら、少 しでも多

くの金額 が地元 に落ちるよ うな方法 を考 えていただけるとい うことです ので、

是非 とも、この点 よろ しくお願 い したい と思います。業者 さん も仕事が少 な

い時期です ので、極力その ような方 向で検討 していただ くことを望んでお り



ます。

2項 目 目の医療人 の関係 につ き ま して、患者側か らのマグネ ッ トホス ピタ

ル について、 よく 「病院ができるとい うことなのですが、どのよ うな病院が

できるんですか」 と興味 を持 っていただいてお りま して、マグネ ッ トホスピ

タル とい うす ごい病 院ができます と説明 してお ります。

今お聞き します と、終末期 におきま しても、安心 して治療 を受け られ る病

院であ り、救急 につきま しても、24時 間体制 で受 け られ る とい うこ とです

か ら、まず は、た らい回 しとい うことは ございませ んので、安心 して受 け ら

れ るとい うことですので安 心 しま した。

ただ、医療人につきま しても、医師につ きま しては、神戸大学か らの提案

か ら始まってお りますので、まず は心配ない と思いますが、今 の三木、小野

の両病院の先生方が、全て新 しい病院行 かれても30人 ぐ らい不 足す るので

は ない か と思 ってお ります。それ か らします と、大変な人数 ですので、 この

件 につきま して も、先 ほ どの藤井議員の質 問の中で答弁があ りま したので、

これ以上は言いませ んが、期待 してお ります。

看護 師 さんにつ きま しては、業務 について も大変 な業務 をされてお ります。

病院の方 に聞いた り、看護 師 さんに聞いた りします と、やは り魅力 のある病

院 とい うのは、給料 だけではない との ことで した。一部の人に聞いてお りま

すので、全体ではない と思います が、まず は勤務体制が大事です とい うこと

で した。

特 に女性 の場合は、子育て とい うことがございますので、3交 替 も しくは

2交 替 で 両病 院 は され て い る と聞いていますが、そのあた りの体制 を どのよ

うに され るか答弁 にもございま したが、や は り勤めやすい病 院にす ることが

大事 でございますので、交替制について どのよ うな ものかお聞き したい と思

います。

それ と教育体制 について、進んでい く医療についての教育体制について、

どのよ うに考 えてお られ るのか。看護 師 さんの人数的な問題 もございますが、

看護師 さんの異動状況 を聞いてみます と、大体、年 間10%か ら15%の 方

が変 わっ てお られ る と聞 きま した。それか らします と、看護 師 さんに とって

のマグネ ッ トホスピタルができます と、逆 に言 えば、心配す ることがないの

か とも思います。それだ け多 くの方が異動 されてお られますので、神戸大学

では800人 お られ て120人 ぐ らい が異 動 され る とい うこ とです。

魅力 ある病院ができれば、異動 され る方が全部来ていただいた ら心配す る

必要 がない とい うことにな りますが、そのよ うなことか ら、看護師 さんの勤

務 体制について、も う少 しお 聞き したい と思います。



それ と、医療技術者の関係ですが、病院が大 きくなっても、人数がだぶっ

いて縮小 してい くのではないのか と思いますが、その対応 を どの ように され

るか心配 します。例 えば、 レン トゲ ン技師 さん とか、い ろい ろな技師 さんが

お られます が、3人 もい らない1人 で よい とい うこ とも ご ざい ますので、そ

のあた りの人事配置についてお聞き したい と思います。以上で ございます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸 作)

はい 、藪 本 副企 業長 。

O副 企 業長(藪 本吉秀)

まず1点 目の 、地元 業者 の参入 の件 につ きま してですが、後ほ ど立石議員

か らも同様の質問の通告 を受けてお るところで ございます。

先程、事務局長か らもお答 えさせていただいた ところでご ざいますが、ま

さしく岡嶋議員がお考 えの とお り、私 ども企業長 、副企業長 とい う立場 で、

まず初期投資をできるだけ抑 えて、その後の経営 を安定 した軌道 に乗せ て行

きたい。 こう言 う気持ち も持ってお ります。

半面、立場 を変 えます と、地元 の首長 とい うことで もございます。冷 え込

んだ この ような経済状況 において、景気 の一つ の底上 げの材料 となれば とい

う祈念 も込 めてはおるわけで ございます。要は、そのバ ランス をどの よ うに

とって行 くか とい うこ とが求め られてい るところでございます が、先 ほ ど答

弁 させ ていただきま した ように、できるだ け地元業者 の参入 を視野 に入れ る

中で、分割 できるよ うな形、例 えば、本体、外構、電気、機械 あるいは設備

の4つ な い し5つ ぐ らい で の 分 割発 注 が 可 能 にな るよ う検討 を進 めて参 り

たい と思 ってお ります。

これ は三木市で とってお ります方式 ですが、その中に地元枠 と申しますか、

下請 とい う言葉は決 して良 くない言葉 だ と思いますが、一定の比率、三木で

した ら10%前 後 を 目安 と してお ります。そ の ようなものを全体の中で分割

し、しか もその分割 を した中で一定の率を地元 の業者 さんに請負 っていただ

く、その よ うなこ とによって地元 に循環 して行 く制度 を三木市の場合 は とっ

てお ります。小野市 において も、その よ うな制度 をお持 ちで あると聞いてお

ります。そのよ うな ことも、い ろいろ検討 に入れ る中で、地元業者 が参入 し

や すいよ うな工夫を今後、企業長 とよく相談 し進 めさせていただきたい と思

っている次第です。

それか ら、マグネ ッ トホスピタルのイ メージの中で、患者 さまによく聞か

れ るのです が、西神戸医療セ ンター並み の統合病院 です と説 明 しています。

三木 の場合は、西神戸医療セ ンター を利用 され る方が非常に多い とい うこ と



もあ り、イ メージが伝 わ りやすいのです。向こ うは京大系列、こちらは神戸

大系列 と大学は変わ りますが、そのよ うな感 じで市民の方々に とって は、あ

る意味、安 心 していただける診療形体で あるとお伝 え している ところです。

問題 は、 ご指摘の よ うに看護 師に とって、 どのよ うな魅力ある働 きやすい

職場 に してい くのか。三木 の場合 は、給与カ ッ トを看護師にも適用 してお り

ます。6%か ら8%の 給 与カ ッ トを行 ってお ります が 、看護師の離職 は、カ

ッ トを行 う前後 で大き く変動 してい るものではございません。

いみ じくも岡嶋議員 ご指摘の とお り、働 きがいのある職場、特 に統合病院

を 目指 してい く中で、三木市民病院 は今、再建病院の一つになってい るわけ

で ございますが、イ ンセ ンテ ィブは逆 に上 がって来てい る状況 で ございます。

そのよ うな中で、勤務体制7対1看 護 基 準 を 目指 してお ります ので、病棟 に

よって違 います が3交 替 、2交 替 勤務 を行 い 、多 くの看護 師 で一人の患者 さ

まを支 えてお ります。

そのよ うな体制で、1人 の看護 師 に多 くの負 担 が か か らない体制 とともに、

患者 さまへ のサー ビスの充実 を心が けて参 りたい と思 ってお ります。

また、大事 なのは教育体制 の充実 だ と思ってお ります。今現在 、既 に小野

市民病院、三木市民病院 の看護 師同士で、ネ ッ トワ・一一・・ク上ですがe一 ラー ニ

ング を用 い た共 同研 修 システムを導入 してお り、また、看護師同士で ともに

得意分野が似通った り違った りしてい る部分があ りますので、それ を補完す

る意 味か らも、今それ に向けての準備 が着実に、力強 く進 んでいます ことを

申 し添 えさせていただきたい と思います。

また今後、開院 した後 も教育体制 は充実 していかない と、高度 な先進医療

を行います ので大変か と思いますが、十二分 にも働 きやすい勤務体制 と充実

した教育体制、相反す るものではな くて、相補完す るものであ るとい う観 点

の もとか ら、今後、体制作 りに意 を用いて参 りたい と思います。

合わせて ご指摘いただいてお ります よ うに、子育て支援対策につ きま して

は、企業長 は非常に意 を用いてお りま して、看護師の場合は特に女性 の多い

職場 となってお りま して、院内保 育所 を院内に設置す るな ど、いろんな観 点

か ら子育て関連にも配慮 した、顧客満足度 と従業員満足度の両方 を満た さな

い といけないのですが、医療現場において成功す るのには、その場 に働 く従

業員満足度 をいかに高めてい くのかが、ひいては顧客満足度 を高める。その

よ うな発想 のもとに、取 り組 んで参 りたい と思ってお ります。

最後に、医療技術 の関係 で ございますが、現在 、三木、小野両市民病院で

人事交流 を行 ってお り、相補完 を行 ってい るところで ございます。今後、統

合に向けて分 限整理退職等で現在 の在職者が職 を失 うとか、大 きな異動には



な らない と今の時点では考 えてお ります。今働 いてお られ る方々の労働条件

を守 りつつ、次の職場 にバ トンタッチ して行 くべ く、理事者サイ ドとして努

めて参 りたい と考 えてお ります。以上で ございます。

【「議長 、7番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

7番 、 岡嶋 正 昭議 員 。

07番(岡 嶋 正 昭)

最後 に1点 だ け確 認 したい の です が 、北 播磨看護学校が本来の状態 に戻 り

ま して、1学 年35名 で あ った と思 うので す が、 そ の35名 の うち小 野 、三

木 両 市民 病 院 で約10名 の方 が就職 され て い る と聞い てお ります。他か らも

当然募集 され ている と思います が、育て るとい うこ とか ら看護学校 について、

人数 もかな り400人 ぐ らい必 要 と思い ま すが 、独 自の看護学校 について ど

のよ うにお考 えなのかお 聞きいた します。

【「議長 」の声あ り】

○議長(藤 本 幸 作)

はい 、藪 本 副企 業長 。

O副 企 業長(藪 本 吉秀)

ご指摘 の点 につ きま して は、 お っ しゃってお られ るとお りとだ と思ってお

ります。企業長 とも、これか らは医師の確保 もさることなが ら、看護 師の確

保が この病院 を成功 させ るか どうかの大 きなキー を握 ってお るのではないか

と考 えてお ります。

ただ、現時点におきま しては、播磨看護 専門学校 に両市 とも加入 してお り

ます。 この播磨看護専門学校 か らの卒業生 を両市足 して一人でも多 く、両市

として何人確保できるか。それ とともに、やは り35人 のそ こだ けに頼 っ て

い て は、 この ような大きな病院 の看護師確保 には、播磨看護専 門学校だけで

は十分 な確保 には至 らない ことは承知 してお ります。播磨看護専門学校 のみ

な らず、周辺の看護 師養成系 の大学や専門学校に も、統合病院の魅力 を発信

してい く中で、今後 とも確保 に向けての努力 を して参 りたい と考 えてい る次

第でございます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸 作)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業長(i蓬 莱務)

看 護 師確 保 につ いて は 、藪 本 副 企業長 の答弁 にあった よ うな事 について、

十分意見交i換をい た してお ります 。 同 時 に、新卒だけを相手にす る時代では



ない とい うことです。 どうして も表現上35人 中、何 人が小 野 と三 木 市 民病

院 に とい うことにな りますが、実は、30代 、40代 ぐらい の、 いわ ゆ る子

育 て環 境 とか、家庭の環境 とかい ろんな状況によって、小野は新卒 の看護師

よ りも、 ある程度ベテランで経験 を積 んだ有能な 中途採用の看護 師の方が多

い のです。表面 には、報道 もされていないため出てお りませ んが、多様 な価

値観を持 って看護師は動いている。神戸大学では百数十名 ぐらい異動 してい

ます。異動 とい う中で、 どのよ うにそのキャ リア を活かせてい ける ような環

境づ く りをしてい くか とい うことを、 しっか り考 えて行 くことです。看護師

を採れ ばよい とい うことではない と思います。

も う一つは、給料が高いか らとか、きれいな病院 とか、忙 しいか ら、病床

利用率が高いか ら、や りがいがあるか らな ど、看護師は どこに行 くか と言い

ます と、 ほとん どの看護師 さんは忙 しくない ところで給料が高い所 で働 きた

い。当た り前の話であ ります。また、技能 を上げたい とい う本質 もあ ります。

私たちの大事な ことは、働 く者の立場 に立った本質 を見抜 く力、それをも

って ど う看護師 を確保 してい くか とい う体制 と、女性の環境 の変化 に対応で

きるよ うな特色のある受け皿 として、 どの よ うなオ リジナ リテ ィな看護 師確

保ができるか とい うことを考 えていかなければな らない。 目先だけの通常の

採用、民間企業が採用す る採用計画 と違 うとい うことをご理解賜 りたい と思

います。表面 に出ない看護師の異動 とい うことを注視することが、非常に大

事 なことであろ うと思ってお ります。

それ と、可能な限 り地元 が潤 えるよ うな分割発注は、先程説明 された とお

りで ございます。 しか し、我々の使命 は、 よ り高度 で、 より高品質 な、 より

低 コス トの病院 を作 ることです。その意味では、大変厳 しいよ うであ ります

が、我々 と契約す るところ と、契約 した会社 が民間同士で契約する ことはま

た別の営業努力であって、「健全な競争のない ところには、健全な企業は育た

ない」 とい う厳 しさを一方 では持 っていただかない といけない。

このよ うな大きな病院が来 るので、お こぼれ頂戴 な どと考 えている業者 さ

んは、 どの ように考えて もいずれ好む と好ま ざるとに関わ らず、将来勝 ち残

れない し、生 き残れない。 この よ うな大 きなプロジェク トが出てきた時に、

どうや って我々 と企業 との契約後、その企業 と企 業 との間の契約 をいかにす

るか、物の見方 、買い方を三木 、小野の業者 さんは、真剣に意識改革 してい

ただかない と、従来 どお り注文 がきそ うだか らと考えるのでは、一時的には

いい 目をす るか もしれ ないが、それは本 当の企業育成にはな らない。

そのよ うな厳 しさを持ってや らない と、 この地域 の企業は、結果 としては

育たない。その ような覚悟 を持 っていただ きたい と思ってお ります。



一方では、我 々の公的機 関の果たす役割 と、も う一方では、企業 の厳 しさ

の中で ど う生き残ってい くか、それ を考 えて もらういい機会 ととらえてほ し

い。我 々は、公金 を扱ってい る以上、落札 について も大変厳 しい対処で行 く

のは当然の ことと思ってお りますので、ご理解いただきたい と思います。

○議長(藤 本 幸作)

次 に、2番 、吉 田成宏 議員 。

【「議 長 、2番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸作)

2番 、 吉 田成 宏議 員。

02番(吉 田成 宏)

発言 通 告 に従 い ま して 、3項 目につい て質 問い た します。

先 に2人 の議 員 か ら、マ グネ ッ トホス ピタル とい うことについて質 問 され、

当局か らい ろい ろ説 明が ござい ま した。私は、少 し切 り口が変 わってお りま

すので、敢 えて重複 を承知の上で ご質 問をさせていただきます。

第1項 目は、 マ グネ ッ トホ ス ピタル を 目指す具体的 内容についてで あ りま

す。第2項 目は、 エ コ対 策 につ い て で あ ります。第3項 目は、 高性 能先 端 医

療機 器 の配備 について、以上3項 目につ い てお訊 ね をい た します。

第1項 目マ グネ ッ トホス ピタル を 目指す具体的内容 についてお訊ねいた し

ます。

平成19年5月 、神 戸 大 学 の提案 を受 け、北播 磨地域 の医療の崩壊 を守 る

た めに、マ グネ ッ トホス ピタル として三木 、小野両市民病院を統合 し、北播

磨総合 医療センター建設計画がス ター トいた しま した。

平成19年11月 には、神 戸大 学 の提案 に よ り① 勤務 医を集 め られ る病院、

②医師の専門的教育が出来 る病院、③大学か ら指導能力 を持 った専 門医の派

遣、の要件 が示 され、三木 、小野両市はそれを受 け入れた経緯 がございます。

23年 度 か らは、25年10月 開業 を 目指 し、本 格 的 な建 設 が始ま るわけ

であ りますが、若干の懸念 があ りますのでその点についてお伺 いいた します。

平成21年 に、3次 救 急 医療 セ ンター として 開業 した県立加 古川 医療セ ン

ター と、今新 しく計画 されてい る加古川市民病院 と神鋼加古川病院 を統合 し

た600床 規 模 の仮 称加 古川 メデ ィカルセ ンターによる影響 についてで ござ

います。

報道 によると、両病院共に神戸大学が深 くかかわってい るよ うに聞いてお

りますが、当北播磨総合医療セ ンターの ワー キンググループのメンバ ーを見

ます と、鉾 々た る先生方がそろってお られ 、私の思いが単なる危惧 にす ぎな

い事 を祈 りますが、この際、3病 院 の機 能 の違 い を具 体的 にお伺いた したい



と思います。

第2項 目は、エ コ対 策 につ い てで ご ざいます。

省エネ 、エ コ対策 として太陽光発電パネル は、相 当数設置 され る計画 と聞

いてお りますが、その規模等エコ対策 の詳 しい内容 と、屋上緑化 ・屋 上庭園

等 の計画 について伺います。

第3項 目は、高 性能 先端 医療機器 の配備 についてで ございます。

三木 ・小野市民病院 とも、MRIや ヘ リカルCT等 、最新 の医療機 器 が整

備 され て お りますが、それ らの新病院への移行 をど うされ るのかお伺 いいた

します。小野市民病院の場合、中には市民の高額寄付に より取得 した機 器も

あ り、それ らについて、今後 どう対応 され るのかについてお伺いいた します。

以上、3項 目につ い てお伺 い し、 私 の質 問 といた します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸 作)

は い、 西本 事務 局 長。

○ 事務 局 長(西 本則 彦)

それ で は、 吉 田議 員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、マ グネ ッ トホス ピタルを 目指す具体的内容 についてのご質 問にお答

えをいた します。

県立加古川医療セ ンターにつきま しては、事故や災害時における3次 救急

機 能 の ほか、 北播 磨総 合 医療セ ンター には持っていない感染症や神経難病な

どに対す る医療を提供 しています。 この うち、循環器系疾患の3次 救 急 にっ

きま して は 、県 立加 古川医療セ ンター にその機能が ございませ んので、北播

磨総合医療セ ンターがその3次 救 急 を担 って い くこ と とな ります。

次 に、加古川 メデ ィカルセ ンター につきま しては、東播磨医療圏にお ける

中核病院であ り、北播磨総合 医療セ ンター とは医療圏を異に してお りますの

で、互いに医療圏での役割を担ってい くもので ございます。 このほか、加 古

川 メデ ィカルセ ンターにつきま しては、現在の加古川市民病院にある機能で

周産期医療 を引き継 ぐことか ら、北播磨総合医療セ ンターでの リス クの高い

妊産婦や新生児につ きま しては、加古川メデ ィカルセ ンター と連携 して医療

提供 を してい くこととな ります。

以上の ことか ら、 この3病 院 につ きま して は、互 い に連携 しなが ら医療分

担 を行 える関係 であると考えてお ります。

また、神戸大学には、当初 の基本構想 の策定や現在進 めてい る建築設計 に

おいても参画いただいてお ります こと、また、先 ほ ど藤井議員にお答 えいた

しま した とお り、来年度以降 も医学部 内に統合病院 に関す る組織 が立ち上が



るな ど、 よ り積極的な支援が見込まれてお ります ことを申し添えます。

次 に、エ コ対策 についてのご質問にお答 えをいた します。

まず、全体 として、病院で使用す る主なエネル ギー を電気主体 としてお り

ます ので、CO2排 出量 を削減 す る ほか 、3階 緩 和 ケ ア病棟 の屋 上 に、10

kw程 度 の太 陽光発 電 パネ ル を設置 い た したい と考えてお ります。

次 に、個々について申 し上げます と、まず、空気調節 の分野では、病棟 の

各階 に避難バル コニー を兼用 した屋根庇 を設置 して、病室へ の直射 日光 を遮

蔽す る とともに、窓ガラスにペ アーガ ラスいわゆる2重 サ ッシ を採 用 し、断

熱 性 と機 密 性 を向上 させ 、空気調節 に要す るエネルギーの軽減 を図って参 り

ます。また、夏涼 しく、冬温かい地下部分 にある免震構造 内の空気 を活用 し、

冷暖房 の負荷 を軽減す ることも検討 してお ります。

次 に、照明分野では、1階 、2階 の外 来 部 門に相 当す る部分 ですが、天窓、

いわ ゆる トップライ トの採用に よりま して、 自然採光 を取 り入れ、照明に要

す るエネルギーの軽減を図 りたい と考 えてお ります。

次 に、緑化 につきま しては、建設用地の全体計画にお きま して、緑地 を2

5%確 保 してお ります。 病 院本 館 で は 、緩和ケア病棟 の周 囲に屋上庭 園を配

置す る予定で ございます。また、敷地法面や駐車場内の花壇に高木や低木、

芝生な どをバ ランスよく配置 し、周 囲の環境 にマ ッチ した環境作 りを考 えて

お ります。

最後に、高性能先端医療機器 の配備 についてのご質問にお答 えをいた しま

す。

先程来 申 し上 げてお ります とお り、統合病院では、がん治療機 の リニア ッ

クや北播磨で初 めて導入す るがん診 断装置のPET-一 一CTの ほか 、MRIや

断層 撮 影 装置 な ど、高度 な医療機 器をは じめ として、数多 くの医療機器 の配

備 を予定いた してお ります。

配備 に当た りま しては、新た に購入す るもの もございますが、初期投資の

軽減 を図 り、計画的な医療機器 の導入 とい う観 点か ら、移設可能な医療機器

については、でき得 る限 り移設す る方針 で進めてお ります。

現在、両病院内に医療機器専門委員会 を設置 し、両病院が所有す る医療機

器一一覧の作成や移設 可能な医療機器 の抽 出作業 を行 ってい るところで ござい

ます。

以上で、吉 田議員のご質問に対す るお答 え とさせていただきます。

【「議長 、2番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

2番 、 吉 田成 宏 議員 。



02番(吉 田成 宏)

ご丁寧 に ご答 弁 あ りが と うご ざいます。

マ グネ ッ トホス ピタル につきま しては、これ以上言 うことはございません。

ただ一つだけ心配 してお りますのは、新 しい研修医制度がスター トしてか

ら5年 経 過す るの です が、 医師養 成 には8年 か か るわ けで、 それ が一 つ の大

き な原 因だ と言われてお ります。従前 は、大学医局の意 向で各病院への医師

の派遣 が進め られていたわけですが、新 しい研修 医制度 にな りま してか ら医

局 の都合 だけでは医師の派遣 は決ま らない とい うように聞いてお ります。

大学 当局の深い関わ りによって、当北播磨総合 医療セ ンター もマグネ ッ ト

ホス ピタル としてスター トす るわけですが、大学医局の人事 に関す るかかわ

りが、 どの程度 になるものかお伺い します。

も う一つ は、3病 院が並 立す る こ とは、 ま だ メデ ィカルセ ンターの位置が

どこにな るかわか らないので、はっき り言 えませ んが、東播磨南北道路沿い

に全部の病院が配置 され るのではないか と心配 してお ります。

高速 自動車道 のため、時間的に近い距離になるわけで、それぞれが特徴 あ

る医療機 関のため、私 の心配 も少な くなったのです が、3次 救急 医療 セ ン タ

ー と して ス ター トした加 古川医療セ ンター も3次 救 急 だ けで はな く、1次 、

2次 医療 を され る と思い ます。

そ うします と、患者 さんが競合す るおそれ があ りますので、そのあた りが

どうなるのか心配 してお ります。その ことについて、明解なお答 えをお願い

します。

それか ら、エ コ対策 につきま しては、詳 しく説明いただきま したので分か

りま したが、4月 か ら新 しい 制度 が ス ター トいた します。太陽光発電の余剰

電力の買取 りのための資金 を、各家庭 をは じめ事業者が需要量 に応 じてキロ

当た り3銭 ず つ負 担す る制度 が4月 か らス ター トす る と聞い てお ります。病

院が完成 した ら、関西電力 とそのよ うな契約 の関係 は、今後 どの よ うに され

るのか、買取 りな どどのよ うにされ るかお訊ね します。

以上でございます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(藤 本幸 作)

はい 、藪本 副企 業 長。

○副 企 業長(藪 本 吉秀)

【「議 長 」 の声 あ り】

吉 田議 員 の再質問についてお答 えいた します。

ご案 内の とお り、新 しい研修医制度が発足す る中で、前期 ・後期合わせ て



5年 、 あ と専 攻 医 を合 わせ8年 以上 かか る とい うご指 摘 を受 けてお るわけで

すが、基本的に両市民病院 とも神戸大学系列で、神戸大学医学部 ご出身者 の

みな らず、他大学医学部 ご出身の方 々も神戸大学 の医局人事に より両市民病

院に配置 され ています。

統合病院 も基本 的には、そのい う線 を踏襲 され るものだ と思 ってお ります。

ま さしく、マ グネ ッ トホス ピタル の文字 どお り、何 も神戸大学の医局 を通 さ

ず とも、全国、北は北海道か ら南は沖縄 までの医学部をご卒業 された方 々が、

この北播磨 の地で 自分の医療 を磨 きたい、地域 医療に貢献 したい、そのよ う

ないろんな系列の大学の方々が集 まってきていただ く、統合病院はそのよ う

な想定 をいた してお ります。

実 際い ろんな先進的な統合病院を見ま して も、100人 以 上 の医 師が集 ま

っ てお られ る病 院にな ります と、 自ず と1つ の大 学 に留 ま るの では な く、い

ろんな大学 か ら集 ま られ、良い意味での競争 がな されて、良い医療 が提供 さ

れ ています。 このよ うに思ってお ります ので、その ような大学 医局 の今後 の

人事 の関わ りになって くるのではないか と思 う次第でございます。

2点 目の3病 院 の関係 で ござい ます が 、 これ はいろんな考え方があろ うか

と思いますが、私 ども三木市 といた しま して も、今 回、 この市場の 「長寿 の

郷」の地 に、三木か らも小野の方 に変 わって くる。小野の方 も現有地か ら場

所 を移転 され る。大きな要素の一つが、将来 的では ございますが、南北道路

が開通 されて行 くとい うことによって、よ りこの 「長寿の郷」が具現化す る

とともに、周辺 の利用 され る地域住 民の医療 に とっても、よ り貢献 され るも

のにな るのではないか と思 ってお る次第で ございます。

したがって、南北道 の開通に よって、 メデ ィカルセ ンターの位置 は決定 さ

れてお りませ んが、例 えば南北道の沿線 に3病 院 が並 ぼ うと、それ は よ り棲

み 分 けを し、また、地域 医療は1つ の病 院 だ けで完 結 で き るもの ではない と

思ってお ります。言葉だけで言 うは易 く、行 うのには難 しい面があろ うか と

思いますが、それ らを上手 に棲み分 け しなが ら、連携 しなが らお互い補い合

って、皆でや っていかない ことには逆 に地域 医療 が廃れ て しま うのではない

のか。そ うい う意味では、南北道は非常に大 きな命 の大動脈で ある と考 えて

い るところでございます。

最後 に、エ コ対策で ございますが、 関電の買取 り、非常に良いご提案 を吉

田議員 よ り受 けてお りますので、まだ少 し時 間が ございます ので、 この点 に

つきま しては、制度 の詳細につきま して事務 局の方で ご検討 させていただき、

開設 までに よく研究 してまい りたい と考えてお ります。

以上で ございます。



【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本幸 作)

はい 、蓬 莱 企 業長 。

○企 業長(蓬 莱 務)

付 け加 えます と、具 体的 に 申 し上げます と、1点 目の件 です が、 県立加 古

川 医療セ ンター の千原院長か ら電話 をいただきま して、昨今 その ようなお話

があ り近 々是非お会い したい とい う話 もあ りま した。それは どう言 うことか

といいます と、競争す るのではな く、お互いに棲 み分 けしなが ら、良い連携

ネ ッ トワー クができる とい う基本的な考 え方 があ ります。

また、先般、樽本加古川市長 と話 をいた しま した時 にも、神鋼加古川病院

と市民病 院が統合する とい うことで、競争す るのではな く、お互いの持 ち味

をお互い補完 し合って連携 しない といけない。実は、我々があ との2つ を脅

威 と思 うよ うな感 覚 が多 い のですが、逆に2つ も同 じよ うな感 覚 も持 ってお

られ る。そ うではな く、協力できることによって、結果 としてそ こで完結す

る。 あるいは、圏域以外 も含 めた医療圏の レベルア ップが図れる。 これは素

晴 らしこ とと言 えるよ うな評価 を医療人 として持 ってお られ る。

それ か ら、先程来か ら医師の確保 についての ことが出てお りますが、皆 さ

ん に認識 しておいていただきたいのですが、オープ ンす るのは25年10月

で す。 そ して、全 病棟 が フル オ ープンす るのは3年 後 の28年4月 、今 か ら

8年 後 の平成30年4月 に、 医師 の フル オs-一・・プ ンをす る と計 画 の 当初 か ら出

されてお ります。 もちろん1日 で も早 く、 フル オs・一…一プ ンをす る努 力 を 当然 い

た しますが、 よく平成25年10月 に 医師 の確 保 がで き るのか と言 われます

が、医師のフルオープ ンは8年 後 の平 成30年4月 で あ り、誤解 のない よ う

に ご理解 をいただきたい。

それ と、昨今 よく言われてお ります が、 日本の国家 として、医師の不足 と

い うことは国家的 レベルで考 えなけれ ばい けない。 医師を倍増 しな くてはな

らない とい う話 は現実的に出ています。そ うす ると、開業医を含 めて経営 は

成立っのか とい う問題があ り、 これは紆余 曲折が出てくる と思います。

しか し、少な くとも医師の不足 とい うことについては、偏在化す るとい う

問題が現実的にあるのです が、都市部 に集 まるとい うことがあった として も、

医師がこのままでいい とい うことで はない とい うことは、だいたい国民が一

致 した方 向性です。政権が変 わろ うとど うしよ うと、基本的にはそこは一致

しています。我 々 としては、平成30年 の8年 後 に 医師 が フル ス タ ッフに な

った 時の仮説 を立てて、利益計算 、計画がたて られてい る。 このことをご理

解 いただ きたい。再確認 のために、申 し上 げてお きたい と思います。



それ と、熱源ですが電気 と申 し上げま したが、当初 は、ガスにす るか、電

気 にす るかいろんな話 があ りま したが、基本的には電気 にな りま した。 これ

は、私 の方 で関西電力の トップ と話 を しま してその ような結論 にな りま した。

最初 は、イニシャル コス トが非常 に高かったのですが、それ を関電が協力

す るといこ とになったため、有利 な条件 で電気 にす ることにな りま した。 当

然、電気 を推奨 した以上、関電は積極 的にこの ことについては協力 していた

だ くことになろ うと思います。 その点 ご理解 をいただきたい と思います。以

上で ございます。

○議長(藤 本幸 作)

次 に、9番 、茂木 美 知子議 員 。

【「議 長 、9番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

9番 、茂 木 美知 子議 員 。

09番(茂 木 美 知子)

失 礼 い た します 。 私 の ほ うか らは、2点 質 問 させ て いた だ きます 。

1項 目の1点 目は、ヘ リポー トの設 置 計画 についてでございます。

先 日、総会でヘ リポー ト設置の計画を伺いま した。私 は、ヘ リポー トの計

画 とい うのが当初か らあったのか ど うか とい うのを伺 いたい と思います。 も

し、 当初 か ら計画がなかった とした ら、その計画が浮上 したのは、いつ、 ど

の時点なのか。 また、それ は何故 なのか。 とい うよ うなことも伺いたい と思

います。

2点 目は、予 算 の概 算。 ヘ リポー トに関 しての予算 です が、それは どれだ

けなのか。当初 に想定 してい る予算内なのか。 あるいはヘ リポー トを設置す

る とい うことで、ヘ リポー トに関 して も、その後、調べたのですが、維持 に

関す る費用 とい うのが どうい うものなのか とい うよ うなことをお聞き したい

と思い ます。

2項 目 目は、 市民 へ の周知 、 広報 、参加 について とい うことで、先程 か ら

企業長の方 か らもお話 があ りま したけれ ども、市民の期待感 はあるけれ ども、

ど うい うものなのだ ろ うとい うよ うな期待 と、なかなか判 りに くい とか、認

知 されない とい うよ うなこともある中で、基本計画 を策定 して、い ろんな実

際に図が描かれ てきてお りますので、その時点で市民へ の説 明会、 あるい は

意見交換会 な どを開 く計画はおあ りなのか ど うか。 この2点 をお伺 い した い

と思 い ます 。

【「議長」 の声あ り】

○議長(藤 本 幸作)



はい、西本事務局長。

○事務局長(西 本 則彦)

それ で は、茂木 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まずヘ リポー トの設置計画 についての ご質問の うち、いつ設置計画が出た

のかについてのご質問にお答 えをいた します。ヘ リポー トの設置につ きま し

ては、平成21年 に策 定い た しま した 基本 構想 の段階では、計画には盛 り込

まれてお りませんで した。

建築設計や運用計画な どを協議す るため、現在 、両病院の医師や看護師、

事務部 で組織す る 「統合病院建設委員会」を設置 してお ります けれ ども、建

築設計を進 める中で、昨年の9月 に委 員会 にお い てヘ リポー トの設置 につい

ての協議 を行いま した。

これ までもお話 し申 し上げてお ります とお り、統合病院は、最新の 医療機

器 を配備 し、救急受入体制 を充実、強化す るこ とか ら、陸路、いわゆる救急

車等に よる受入体制 に加 えて、ヘ リコプ ターによる空路による受入体制を整

えることで、医療機能 をさらに向上 させ るとともに、住民の皆様方か らの信

頼性 を高め、また、医療人 にとって も魅力ある病院 となることから、設置 を

決 めた もので ございます。

次に、ヘ リポー トの設置予算等 についてのご質問にお答 えをいた します。

ヘ リポー トの設置に要す る経費 につきま しては、概算で約2億 円 を見 込 ん で

お ります 。 そ の 内訳 としま しては、ヘ リポy-一・・トの建 築費 が約1億4千 万 円 、

その他 、照 明設 備 、エ レベーター設備 な どで約6千 万 円。 合計 約2億 円を見

込 ん で い ます。

この設 置 経費 については、当初の予算 には見込んでお りませんで したけれ

ども、建築経費の総額の 中で、契約金額 の抑制 などによ り、捻 出できるもの

と考 えてお ります。

また、維持費 につ きま しては、他病院 の事例 を確認 いた しま した ところ、

風 向きを確認す る吹き流 しの更新やヘ リポー トの床面の塗装な どが考 えられ

るとの ことで したが、これ も毎年、あるいは定期的 に発生す る経費ではなく、

発生 した時に対応す るよ うな形 とな りま して、5年 か ら10年 に一 度 ぐ らい 、

50万 円前 後 の経費 が 必要 で は ない か と聞いてお ります。

次 に、市民の皆様への周知等についてのご質 問にお答 えをいた します。先

ほ どもお話があ りま した建築図面 につきま しては、昨年7月 に基本 計 画 を策

定い た しま して、各階 の部 門配置等 を決 めて、現在 は、詳細設計がほぼ確定

しよ うとす る段階で ございます。

この建築 の基本計画 につきま しては、昨年10月 に発 行 い た しま した 「統



合病院だ よ り」で市民の皆様方 にもお知 らせ した ところでございます。

議員 ご指摘の説明会等 についてで ございます が、現時点では、その具体的

な開催計画を持 ち合わせ てお りませ んが、今後 は造成工事、建 築工事等、動

きが見 えます ので、統合病院だ よりをは じめ、ホームページへの掲載や各種

会議 での説 明など、機会 あるごとに統合病院の積極 的なPRに 努 めて まい り

た い と考 えてい ます 。

以上で、茂木議員の ご質問に対す るお答 えとさせ ていただきます。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸作)

9番 、茂木 美 知子 議員 。

09番(茂 木美 知 子)

ご答 弁 あ りが と うご ざい ます 。

ヘ リポー トの設置計画 については、具体的に見 えま したのでわか りま した。

ヘ リポー トが、 もちろんあった方 がいい とい うのは承知 してお ります けれ

ども、具体的にその受 け入れ とい うのは、例 えば どうい うところか ら受 け入

れがあって とい うことをイ メージす る中で、陸路 とい うところでは、割 と近

い ところに病院が ございますので、陸路 の重要度 とい うところは、わかるの

ですが、その辺が ど うなのか とい う疑 問が ございま した。

受け入れだけではな くて、当然、搬 出 とい うか、そ うい うこともあるだ ろ

うとい うふ うに思った ものです か ら、具体的に どれ くらいの想定 とい うか、

私の 中で考 えられ るのは、例 えば赤十宇です とか但馬ですか。 そ うい うとこ

ろなのかなと思いなが ら、どうい うヘ リポー トの利用 とい うことを、例 えば、

会議 の中で話 し合われたのか ど うか とい うことをご存知で した ら伺 いたい と

思います。

2点 目の説 明会 につ い て は、何 故 、このよ うな質問を したか と申 します と、

こちらの方に も視察 に来 られた と聞きま した、静岡県の掛川 と袋井 の統合病

院のホー ムペー ジを見てお りま した ら、 あそこは、逆 に うちよ り半年 ぐらい

早い計画だった と思 うのですが、22年 の6月 に市 民 向け の説 明会 が行 われ

て 、各市一箇所ずつで されてお りま したけれ ども、た くさんの方が来 られ て

お りま した。確 かにニ ュース レター等 々では説明 とかは ございま したけれ ど

も、や は り、市民の方たちの関心 を高 めるとか、あるいは 自分 たちの病院だ

とい うふ うに、マグネ ッ トホス ピタル を地域 とともに築 き とい うよ うなこと

もございますので、そ うい う意味で も実際に説 明会 とか、映像 をもって こ う

い うところに建設 されて とい うよ うなこととい うのは、私 は効果があるので

はないか とい うふ うに考 えてい るのですが、その当た りはいかがで しょ うか。



企業長か副企業長にお答 えいただけた らと思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、藪 本 副企 業長 。

○副企 業 長(藪 本 吉 秀)

まず 、ヘ リポー トにつ い て で ご ざいます が、 これは、事務局の方で受 け入

れをメイ ンに説 明をさせていただいてお りますが、当然、搬出 といいますか、

そ うい うものも視野に入れ たものでございます。

今 、現在、このヘ リポー トによっての搬 出等 につきま しては、三木 の総合

防災公園。 こち らの方 に ドクターヘ リが飛 んで来 られて、そ こまで、救急車

で搬送 し、そこか ら ドクターヘ リでバ トンタッチを してい くと。 このよ うな

方法 を現在 とってお るわけで ございますけれ ども、統合病院その ものに設置

す ることによって、よ り患者 さまの命。本当に一分一秒 を争 うもので ござい

ますので、その ような形ではなくて、時間を争 う中において、今後 の ドクタ

ーヘ リの 占める役割 とい うものは非常に重大な ものがある。

搬 出入先 とい う形でいけば、議員 さんがおっ しゃいま した よ うな 日赤の防

災セ ンター とい った ところもある と思います し、また、県内のそれぞれの、

両市民の方々がそれぞれいろんな ところで救急の事故に遭われた り、前 も三

木市民病 院で もございま したけれ ども豊岡の方で遭われて、豊 岡の方 か ら ド

クターヘ リで当市民病院へ運ばれた りとか。井戸知事 は、非常に ドクターヘ

リの方に力 を入れ られてお ります。そ ういった中での総合的な連携ネ ッ トワ

ークを とって行 けれ ばなと、このよ うに思 ってい る次第でございます。

それ か ら2点 目の説 明会 の 関係 で ござい ます。この説明会につ きま しては、

企業 団 として行 うとい う方法 と、それぞれ の市が、市 として責任 をもって行

うとい う2っ の手 法 が考 え られ る と思 い ます。先 ほど、事務局長が答 えま し

たのは、企業団 としての考え とい うことでございます。

企業団 としては、当面 はそ うい う説明会 についての予定はないです が、今

後、進 んで行 くに当た りま して、いろんな場 をとらえま してPRに 努 め させ

て い ただ くとい うこ とでお答 え させていただいたわ けで ございます。副企業

長 とい うか、三木市長 とい う形でお答 えをさせ ていただきます と、や は り、

三木市の場合 に、統合病院 までの市民の皆様方の交通の足 を確保 してい くと

い うこと。こ ういった ことが非常に重要な課題 の一つ として、市民の方 々か

らも呼び かけられてい るところで ございます。

平成23年 度 には、 そ うい った統合 病 院 の足のみな らず、三木市全体の総

合交通ネ ッ トワーク網。それ を策定 してい く過程 の中において、合せて こ う



いった統合病院 も、先ほ ど事務局長が 申し上げま したよ うに、やは り、 目に

見える形 に、あ と本当に2年 少 しの、急 ピ ッチ の 間 に進 ん でまい ります ので、

市民の皆様方の関心度 も高まってい く中で、交通の足の便 も確保等 と合わせ、

よ り見 える形で市民の方々へ の説 明ない し、意見を求 める場 を設 けてまい り

たい。 この ように考 えてお ります。以上です。

【「議長」の声あ り】

○議長(藤 本幸 作)'

はい 、蓬 莱 企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱 務)

補 足 です け ども、 ヘ リポー トの設置の経過 を確 か説明 されたのですね。 そ

の件 につ きま しては、先 ほどの答弁 どお りなのです が、当初は建物 の上に作

るのではなくて、平地でいいのではないか とい うよ うな話 も、実は出たのも

事実 なのです。 ところが、 コス ト計算 を します と、ほとん ど変 わ らない とい

う積算がでま したので、それ な らば、建物 か ら即手術室へ搬送 できる とい う

対応 の方が望ま しいだろ うと。 と言います のは、私 はあま り、その辺の とこ

ろの気象 条件のプロではあ りませ んけ ども、非常 に高台 にあるものですか ら、

風等 に影 響を受けて、ヘ リコプ ター の離発着ですね。 こ うい うところに地形

上影響 を受けないのか とい うことまで心配 したのですが、あま りその よ うな

ことは関係 ない と。む しろコス トを考 えと。い うよ うなことの中で、 ドクタ

ーヘ リは建物の中に作 ろ うとい うことになった。

も う一つ は、変化 はですね。兵庫県 も入 っての広域連合 とい うのが、今、

いろい ろ出てお ります。大分昔に ドクターヘ リ、 ドクターヘ リとずいぶん言

われた時代があ りま した。それが充実 してきて、それ が広域連合 でや ろ うと

い う話 になってきま した。そ ういった時に、将来 を見ます と、 どうい う災害

が起 こるか分か らない し、受 け皿 としての ドクターヘ リのステーシ ョンがな

い とい うことになった時には、や っぱ り搬送が多いか少 ないかい う以前 の問

題で、病 院 とい うのはそ うい うものも持 って一つのセ ッ トだ と。 こうい うこ

との決 断を して、加 える とい うことで、そ の費用 も200億 円の 中で抑 制 し

てい こ うとい うこ とだったので、丸 くこれでみな治まるので、行 こ うとい う

ことで、副企業長 とも相談 しま して、そ うい うような方 向性 になった と、 ご

理解 をいただきたい と思います。

それ か らも う一つ は、周知の ことなのですが。 これ は副企業長 といろんな

打合せ させていただいているのですが、何 として も吉川の人達 とか、三木 の

人達が、少 しでも、一分でも早 く来 られ るために、小野市は当初病院まで新

都市 中央線 を引っ張って行 こ うしてお りま したが、非常 に財政が厳 しい時で



す け ども、 これを先取 りして工業団地まで抜いて、吉川 とか三木 との連携 が

少 しで も早 くとれ るよ うにと、新都市 中央線 の延伸について、具体的な設計

について入 るよ う指示 を今 日の部長会 とい う幹部会議 で したよ うな状況で ご

ざいます。

そ うい った面か らも、三木 の市民の方に、本 当に利便性 の高い、そ して、

一分 でも早 く病院に来 られ る体制を作 ろ うとい うことについて
、一つ方法 を

示 してお りますので、その点 もご理解 を賜 りたい と思ってお ります。

【「議長、9番 」 の声 あ り】

○議長(藤 本 幸作)

9番 、 茂木 美 知子 議員 。

09番(茂 木美 知 子)

ご説 明 あ りが と うござい ます 。 ドクターヘ リについては、 よくわか りま し

た。そ うい う説明 とい うか、市民への説明 も必要だろ うと思っています。や

は り、ヘ リポー トとい うのはシンボル的 に、特 に上にあるとい うのは、病院

としての価値 を高めるとい うことにもな ります。先 日、説明があ りま したよ

うに、本 当に手術室 に直結す るようなヘ リポー トを持っている とい うのは、

病院のシ ンボル として も、 とて も効果 的だ と思いますので、それ を周知す る

とい うことが必要か と思っています。

説明等 々については、 もちろん交通 アクセスもそ うなのですが、私 も実 は

割 と遠い 、青山 とい うどち らか と言 えば神 戸に近い ところに住 んでい るもの

ですか ら。病院アクセス も去 ることなが ら、病院の機 能 とい うところで、よ

り高度 で よ り先進的であ るとい うよ うな、やは りPRと い うもの を して い く

とい うこ とが必要だろ うと思 うのです。切 実感 として、西神戸 医療セ ンター

があるか ら良い とい うよ うな事になってい るので、そ うい う事 も含 めて、す

ぐにとは 申しませんが、病院の中身 について も、市民 に対 しての周知 とい う

のを していただ くよ うにお願い したい と思います。

○議長(藤 本 幸 作)

次 に、4番 、立石 豊子 議 員。

【「議 長 、4番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

4番 、 立石 豊子議 員。

04番(立 石豊 子)

第3回 北播 磨総合 医療セ ン ター 企 業 団議会が行われ るに当た り、市民の声

を代弁 し、通告 に基づ き質疑並びに一般質 問を行いますので よろ しくお願い

します。



第1号 議 案 につ い てお伺 いい た します。

支 出の うち1款1項1目1節 、用 地整 備 の14億 円 は購 入 費 となっ て いま

す。 また 、病院整備費13億5,300万 円は建 築 工事 費 となっ てい ます。

12月 ま で の用地 造成 と10月 か ら始 ま る本 体 工事 の 区分 と理解 していいの

かお訊ねいた します。

2点 目、 同 じく1款2項15節 委 託 料 の不 動産鑑 定料100万 円で 、用 地

購 入 の透 明性確 保 のた め必要 と考え られ鑑定 され ま した。 スケジュール表の

どの時期 に考 え られてい るか、確認 の意味でお訊ね します。

次 に、第2号 議 案 につ い てお訊 ね します 。

第2条 建 設 改 良費 中、 病 院建設 事 業 費が2億252万 円減 と46%削 減 さ

れ てい ます 。 大 い に努 力 され た と評価できますが、一方で予算の立て方 が適

切 だったのか とも取れ ますが、 どの ようにお考えで しょうか。

次 に、第4条 用 地整 備 事業 で債 務 負 担行 為 の限度額 を12億 円か ら14億

円 と補 正 され て い ます 。

用 地整 備 事業の内、用地造成工事 が柄谷 工務店 に落札 され ま した。その落

札価格 をお示 しいただき、当初の予定外 の前倒 しの周辺整備 、免震工事等工

期短縮工事 のための追加 費用等の内訳 をお答 え下 さい。

次 に、3番 目に は、先 ほ ど同僚 議 員 が質 問されま して、角度を少 し変 えて

質 問 させ ていただきたい と思います。

今後、病院本体の建設工事約200億 円 を25年 度 にか けて今 期 上程 され

て います 。 これ らの莫大 な工事に、地元 も潤い、市に還元で き、工事 に大 き

なデ メ リッ トを与 えないで、地元 が少 しでも参入できるよ うな入札方法 を と

先程お答 えをいただきま して、できる限 り参入 させ てい くと事務局か らお答

えいただきま した。両市の首長 としての考 えをいただ きたい と思いま したが、

先 ほ どお答 えをお聞き しま した。 しか し、副企業長 と企業長の厳 しさとい う

か、差異 が私には感 じられ る次第です。

本 当に、一番安 くな くて も臨界点がある と思います。地元 に還元できる、

そのよ うな ところでぎ りぎ りの判断 を していただ きたい と思います。分割に

す る とコス トがかか ります。企業長が言 われ るよ うに、健全な競争の中で健

全 な条件 を入れ ることは必要である と思い ますが、今の公共工事 のない厳 し

い不況下の中で、下支 えをしてい く。 そのよ うな思いで、分割 とかい うこと

をその工事だけではな く、建設業界だ けで はな く、市の中でまた市に還元で

きる、微妙 な違いを懸念す る次第です。 この点を企業長にお答 えをお聞きし

たい と思います。

次に、一般質問に入 ります。



統合病 院の場所が小野市 にあることで、三木市民、特 に高齢者 には遠 くな

るとのイメージが払拭 されませ ん。現病院 と車で5分 の ところだ と言 って も、

実感 が伴 わないのが現実です。三木市では公 民館 か らもアクセス をシャ トル

バス も考 えられていますが、先 日のよ うな雪の 日ではバ スも当てにな りませ

ん。

や は り鉄軌道の神戸電鉄 を利用 して、行 きやすい と感 じられ るよ うなア ク

セス方法 を、両市で考 えな くてはい けない と思います。特 に病院 内のバス停

を図面で見せていただ くと、あま り広 く感 じませ んので、各方面か らのバス

を どう捌 くのか不安にな ります。電鉄の活性化 も迫 られ る現在 、鉄軌道 を大

いに活用す る方策 をと考 えますがいかがで しょうか。

以上で、1回 目の質 問 を終 わ ります 。

【「議 長」の声あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、西 本事 務局 長。

○事務 局 長(西 本 則彦)

そ れ で は、立石 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、第1号 議 案 につ い て の ご質 問 の うち 、用地整備費 と病院整備費の考

え方で ございますが、議員 ご指摘の とお りで ございますが、その内訳 を申し

上げます と、用地整備 費の14億 円につ きま して は、 用地 費 、造成 工事費 、

周辺整備 工事費 な どを含 んでお ります。

次 に、病院整備費 の13億5,300万 円につ い て は、病 院建 築 工事 費、

施 工監理費、上水道整備負担金を見込んでお ります。

次 に、建設用地の鑑定スケジュールについて、平成23年 度 予 算 につ きま

して は、 今年12月 に造成 工事 が完 了 予定 で ご ざい ますので、来年の1月 に

は実施 で き るの で は と考 えてお ります。

次に、第2号 議 案 につ い て の ご質 問 の うち、事業費 の削減についてのご質

問にお答 えをいた します。

病 院建設事業費で2億252万 円 を減 額 してお ります が、そ の主な要因は、

建築設計 の契約金額の抑制に よるもので ございます。

この設計予算額 につきま しては、他病院の事例 な どを参考 に、建築経費 に

対す る設計額の割合 を想定 して積算 した ものであ り、予算段階では妥 当な額

であった もの と考えてお ります。

一方、契約段階にお きま しては、建設 の初期投資 を極力抑制す るため、金

額交渉 を行 ったもので あ り、設計 の質 を維持 しつつ 、交渉 した結果 であると

考 えてお ります。



次 に、用地整備事業費 の内訳 についての ご質問にお答 えをいた します。

用地整備 事業費につきま しては、建築工事期間の短縮 と経費の節減 を図る

ために、本 来、建築工事 で行 う予定であ りま した免震構造の整備や敷地東側

の防護壁工事な どを前倒 しいた しま して、造成工事の中に入れま したほか、

造成 工事が影響 を及ぼ します下流域の水路や ため池の改修な どの周辺整備工

事等 を加 えま して、2億 円 を増 額 した もの で ご ざいます。

造成工事につ きま しては、す でに業者が決定 してお ります が、 この入札 に

っ きま しては、小野市か ら依頼 を受けた兵庫県土地開発公社 で実施 してお り

ます ので、その落札額 については、企業団 としてのお答 えすることは差 し控

えさせていただ きたい と思います。

また、その他の予定額 につきま しても、今後、契約事務を円滑に進 めるた

めには、現 時点では申 し上げる ことができませんが、用地買収費が最終的に

確定 した時点で、明 らかにさせ ていただきますので、 ご理解いただきます よ

うお願いいた します。

次 に、建築工事への地元業者 の参入 についての ご質問につ きま しては、先

ほ ど岡嶋議員 にお答 えいた しま したけれ ども、 これ については、企業長 とい

うことで ございますので、後 ほ ど、企業長 か らご回答 させ ていただきます。

次 に、交通アクセスについての ご質問の うち、バス停 についてのご質 問に

お答 えをい た します。統合病院への交通アクセスは、利用 され る住民の方 に

とって、重要な課題 であると認識 してお り、両市において もコ ミュニティバ

スの運行ルー トに病院経 由を加 えるこ とや相互乗 り入れな ども検討 してい る

ほか、三木市にお きま しては、各公民館 か らの直行バ スも検討 してい るとこ

ろで ござい ます。また、企業団 といた しま して も、両市 と協議 しなが ら、神

戸電鉄の最寄駅 と病院 を結ぶ シャ トルバ スの運行 も視野に入れ て検討 したい

と考 えてお ります。

現時点 でのバス停 の位置 は、病院への進入 路か ら、病院本館 に向かって右

側 に想 定 してお ります。 このスペースが若干狭 いのではないか とい うご指摘

でございますが、道路幅8メ ー トル に加 えま して、 車寄せ スペース を3メ ー

トル確 保 してお ります 。駐 停車が可能 な総延長 は、約36メ ー トル を確保 し

てお ります 。

三木 市及び小野市 のコミュニテ ィバ スで あれ ば5台 程度 、 ま た路線 バ ス で

あれ ば3台 程度 は駐 停 車 で き るスペ ー ス を確保 してお り、車寄せ を配置 して

い ることか ら、他 の通行車両に も影響 な く駐停車でき、利用者 の乗 降も安全

にで きるもの と考えてお ります。

次に、鉄軌道の活用についてのご質 問にお答 えをいた します。



神戸電鉄 の沿線 にお住まいの方 に とっては、神戸電鉄 を利用 して、統合病

院に来 られる方 も多いもの と予想 されます。

神戸電鉄 の活用 につきま しては、先ほ ども申し上げま したが、最寄駅 と病

院 を結ぶ シャ トルバスの運行が考え られ ます。

議員お尋ねの三木方面か らです と、最寄駅 は樫 山駅又 は市場駅 が考 えられ

ますが、三木市の一番東部 にあ ります緑が丘駅か ら樫 山駅又 は市場駅までの

所要時間は約18分 か ら20分 程 度 、三木 駅 か らです と約5分 か ら8分 程 度

となっ てお り、鉄軌 道 はバ スに比べて時間 どお りの運行 が期待できるほか、

輸送能力 も大きい ことか ら、有効な交通手段である と考 えてお ります。

今後は、駅周辺の整備状況な ども勘案す る必要があ ります ので、今後、最

寄駅が所在いた します小野市 とも協議 しなが ら、検討 を進 めてまい りたい と

考えてお ります。

以上で立石議員の ご質問に対す るお答 えとさせ ていただ きます。

【「議長」の声あ り】

○議長(藤 本幸 作)

はい 、蓬 莱 企 業長 。

○企 業長(蓬 莱 務)

建築 工 事 に地 元業 者 を参入 させ る方策について、地元が潤 って、そ してま

た、地元 に還元できる方策 とい うことで問われているわけですね。

先ほ どの岡嶋議員への答弁で説明を申 し上 げたわけですけ ども、誤解 のな

いよ うに していただきたいのは、基本的には相当に規模が大 きい とい うこと

が予想 され る中で、地元業者 の請負 が参入 可能な ものについては、地元業者

の参入 を視野に入れて検討す ると明確 に回答 申 し上げたはずです。かつ、合

わせて、分割発注。例 えば、現在では、造成、建 築、電気工事、機器 、ある

いは外構。 こ ういった分割発 注 とい う方策は、具体的には とるのです。本 当

は一括に して しまえばいいのですが、そ うい う分割をやって、あるいは、建

築材料の納入な ど、できるだけ地元業者参入できる工夫は、検討す る とい う

回答 を申 し上 げてい るとい うことです。

しか し、 これは、企業長 と副企業長 の考 え方が変わっているのではなく、

基本的にはそ うあってほ しい とい うことは、当然、小野市の業者 もそ うであ

る し、三木市 の業者 もそ うであ ります。 しか し、一方では、 こ うい う大 きな

発注がある時にこそ、ある意味では私たちは、単 に病院 とい うことだけを考

えるのではな くて、いわゆる発注や受注のあ り方その ものについて、 こらか

らは、 どうい うよ うな、いわゆる意識改革 と体質改善を していかなければな

らない。 ピンチ をチャンス と捉 える気持ちでもって、 どのような民 と民 との



取引関係 を構築す るか とい うことも大変大事な ことです。滅多にない ことで

すか ら。議員 さんは、物を売 った り買った りす るご経験がないかも知れませ

ん。私は どっぷ りと物 を売 った り、買った りす るこ とを経験 しま した。 その

経験が教 訓 として生きてお りますか ら、言 えることは、いかに行政 に関わっ

てい るところの業者 さんの商売 のあ り方 とい うことが、いかに甘いか とい う

ことが、私は この13年 間、嫌 とい うほ ど感 じて きま した。それ は、潤 って

いるわけではないのです。甘や か してい るか ら、結果 として地域の業者 さん

を競争 ができる業者 として育ててないのです。それは、一時的には非 常に良

い形にはなるかもしれない、喜 んで くれ るか もしれ ないが、長い 目で見た時

には、本 当の意味での地元業者育成 にはな らない といった、行政が大 きな退

廃 を侵 している とい っても過大 ではないのです。そ うい うことを申し上げた

とい う一っの考 え方 を申 し上 げたのであって、で きることな ら、分割 もや っ

た結果、それが発注できるよ うになれ ば、それに越 した ことはあ りません。

品質 も良 く、 コス トも良 く、納期 もきちっ と納め るよ うな、そ うい う体質改

善がで きるよ うなチ ャンス と捉 えて、皆様 が参画 されるよ うな環境づ くりを

す るとい う事が良い事 だ と思 うし、また良いチャンス と捉えます。だか らと

言 って、 ど うぞ、それ に参画 して ください とい うようなお膳立てを行 政がや

るべ きではない。 これ は、結果 としては、業者 の立場 を考えてあげる と、む

しろその方が、将来において、非常 に良い環境 が作れ る とい うことを一つの

考 え方 として 申し上げているのであって、できることな ら、何 回も申 し上げ

るように、地元で発注できるものが あれ ば、 どん どん発 注 していけば良い と

い うことに、正副企業長 の間で意見が異 なるものではない。誤解のないよ う

に していただきたい。

これか ら行政 を含む本 当の混迷す る経済情勢の中で、本 当の意味で強い企

業体制 を作 るとい う、そ うい う意 思をもった方策が本来 あるべき姿。だか ら、

私が言 ってい るのは、甘やかす とか、妥協す るとか、あるいは協力す る とか、

それ は、市民の 目線に立 って とい うことではなくて、市民に背信行為 を した

ことにな る。 とい う思いで私 は思ってい るとい うことを申し上げたか っただ

けの話であって、基本的には発注できるな ら、発注 した ら良い。堂々 と民間

企業 の中では、言われ な くても民間企業は したたかに、大手が取れ ば、 ど う

すれ ば民対民の中で参入す るこ とがで きるのか。行政が心配 しな くて も、 ビ

ジネスマンは考えています。それ以上、何10倍 も戦 略 を持 っ て考 えてい ま

す 。 です か ら、我々が出てい く必要はない。本質 はそ うです。綺麗 ごとでは

駄 目です。その辺をご理解いただきたい。だか ら意見の食い違いはまった く

あ りませ ん。以上でございます。



【「議長 、4番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

4番 、 立石 豊子 議員 。

04番(立 石豊 子)

ご答 弁 あ りが と うご ざい ます。

先 ほ ど、不動産鑑定は、造成工事終了後 とい うことで、来年1月 とい うこ

とで お聞 き しま した 。造成 工事の落札価格 もお示 しにならない。県の土地開

発公社では、通常落札価格 とい うのは、1週 間程 度 で公表 す るの で は ないの

で すか。

【「議長」 の声あ り】

○議長(藤 本 幸 作)

はい、i蓬莱 企 業長 。

○企 業長(蓬i莱 務)

今 回 は県 にお願 い した わ けです けども、結論 か ら申し上げます と、県 は高

い ものを買わ された とい うのが感想 です。 ただ し、敷地造成工事 に対 して参

入 した会社は、全部で22者 です。 そ の内 、失格 業者 が8者 です 。 ど うい う

こ とか と申 し上 げます と、安す ぎて失格になった とい うことです。 とい うこ

とは、競争が働 いてい るとい うこ となのです。決 して、競争が働かない形で

土地開発公社 が発注 したわけではない と評価 はできますが、造成工事 の質等

か ら見ます と、設計 が積算単価 を使 ってい るところが、兵庫県は少 し高めに

設定 されているのです。 そ うい う状況 か らす る と、客観的にみ ると契約金額

は、少 し高かったとい うのが感想です。 これ を発表す るのは、先 ほど申し上

げたよ うに、入札 を主体的に行 ったのは、私 たちではあ りませんので、これ

は県が発表すべ きことであるとい うことで、先ほ どの答弁になったわけです。

小野市 の場合 の発表が ど うの よ うになってい るのか とい うと、例 えば契約

を して、発表す るのは、次の契約 に影響 させ ない よ うに3か 月後 の次 の入 札

が始 まっ たそ の翌 日に前回の発表 を行 います。3日 後 に新 しい入 札 が入 って

きます と、それ が終わった次の 日の4日 後 に発 表 します。何 を 申 し上 げたい

か と言います と、今 回の契約が次 の契約 に反映 させ られないよ うな発表 の仕

方 をしてお ります。何故か と言い ます と、営業マ ンとい うのは、 どん な会社

が入 って、前に ど ういった落札を しているのか、何処が どんな形 で入 ったこ

とを参考に して、落札 に向か うのです。いわゆる原価計算 に基づ く、積算方

式 に基づ く、利益経過 に基づ く形 で行 ってい るのではなく、戦略的に入札価

格 を提示 してい る。本来な らば原価計算 に基づいて、 自分 の会社 の実力にお

いて入札すべ きなのです。 でも実 際はそ うではない。実際は戦略的に、今 の



企 業の込み具合 とか、あるい はどんな業種が入 っている とか、 したたかにそ

れ を全部いただいた上において、その上で、戦略的 に判断を して入札 に向か

って行 く。 これ が実情です。簡単に申 し上 げれ ば、 この件 については、県の

管轄であ ります か ら、私達 とすれ ばご理解いただきたい とい うことです。

【「議長、4番 」 の声 あ り】

○議 長(藤 本 幸 作)

4番 、 立石豊 子議 員 。

04番(立 石 豊子)

いま 、入 札 に影 響 す る とい うこ とを考 えると、私 は県の方に聞いてほ しか

った と言 うの もあるのですが、次の用地購入費 に関係 して くるのだ と思いま

す が、不動産鑑定 も1月 に され る とい うこ とで 、 そ の鑑定価格で購入 され る

のかお聞き したい と思います。

シャ トルバ スのバ ス停 の件 についてですが、バスだ けで36メ ー トル あれ

ば大丈 夫 だ と思 い ます が、今の三木市民病院で も統合病院 より近いのですが、

行 きの便 は よいのですが帰 りのバ スの便がない時間帯 もございます。そ うい

った意味で、三木市内か らも遠い とい うイ メージが定着 してお ります。

神鉄 を使 って、待 っても30分 ぐ らい の 間隔 でバ ス が ある。 イ メージ とし

て三木、小野両方で、遠 くになったが行 きやすい とい うイメージを作ってい

くよ うな計画 をして ください。 それ とその周知 をで きるまでに、この よ うに

しますので安心 して くだ さい と、 しっか りと言 えるよ うなプランを考 えてい

ただきたい。 これは神鉄 も含 め三木、小野両市で、企業団 と考 えていただ き

たい。 このよ うに思ってお りますがいかがで しょうか。

以上で終わ ります。

【「議長」の声あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい、 藪本 副企 業 長。

○副企 業 長(藪 本 吉秀)

【「議 長 」 の声 あ り】

まず は用 地 の購入の関係 で ございますが、基本的 に土地の購入、 あるいは

小 野市か らすれば売却にな ると思いますが、高 くも安 くもない、即 ち適正 な

単価が一番行政 に携わる者 といた しま して、そ し りを受 けない、血税 を預か

ってのもので ございますので、それが法に則 るものだ と思ってお ります。

そのためにも、一番妥当なのは用地購入す る段階での完成宅地の鑑定 を取

らせていただ く。それが一番基本 になるものと考 えてお ります。ただ し、先

の この議会で も、私な り、また企業長か らもお答 えいた しましたが、い わゆ



る素地の部分、それに乗って くる造成 工事の部分、そ して周辺対策費、事務

費等 々、いわゆる積 上げ方式 と言いま しょうか、そのよ うな積み上げもきっ

ち りとや らせていただきます とい うこ とを、理事者サイ ドとしてお答 えさせ

ていただ きま した と思います し、議事録 にも残 ってい ることと思ってお りま

す。

原則 は、一番直近 の購入時 の完成宅地 の鑑定評価 の価格 をべ一ス としっっ、

参考 として先 ほど申 し上げま した、積上げ方式 と大き く乖離が出ていないの

か どうか、その よ うな こともチ ェックをさせていただき、最終的 には用地購

入の適正化 の検討委員会 と言います か、まだ名称 は決 まってお りませんがそ

のよ うな用地購入 の委員会において、適正 な単価 を決定 した上で買収 となっ

てい くのではないか と考えてい るところです。

それか ら、アクセスの関係 で神鉄 のみな らずシャ トルバスや コミュニテ ィ

バス等々 との関係 での市民の方 々、三木のみ ならず小野市民にとっても同じ

ことだ と思います。やは り近いなとい う事 とともに、立石議員 ご指摘 のよ う

にせ っか く診療が早 く終わったのに、帰 る時にまた一時間待たない と帰れな

い。その ようにな るとイメージが悪 くなる。悪 くなると負のスパイ ラル に陥

る。このよ うなこともございます。したがいま して、イメージの創 出 とい う、

イメージだけではな く、実 を伴 ったイ メージを作 り出 していかない とい けな

い と思ってお ります。

先程 もお答 えいた しま した観点か ら、三木市 といた しま しても総合交通体

系網 を整備 してい きたい とい う考 えを持 ってお ります。 それ は、バスだけで

な く、神鉄 も絶対 に残 さない とい けない大事 な公共交通機関で あると思 って

お ります。そのよ うなものを利活用 していただ く中で、 どの ように市民の皆

様方 に本 当にご不便 を感 じさせ ない、イ メージと実態が伴 った交通体系網 に

な るのか どうか。一方では、両市のそれぞれ の財政負担 とい うものもござい

ます。そ ういった もの との両 にらみの中で、まさ しく先程 出てお りま した、

いわゆる臨界点的な ものが出て こよ うか と思ってお ります。

そ して、それ をいかに周知 してい くのか、安心 して統合病 院へ行 っていた

だき活用いただ く。本来、統合病院 は、収益 的なことか ら言います と入院収

益の方が大勢 を占めて くるのですが、や は り外来があって入院 に繋がって行

くことにな ります。市民の方々に とって、行 かれ るのに安心であるとい うこ

とを、交通体系網 のプランニングと合 わせて、そのプランニングの時か ら市

民の皆様方 にご意見 を伺いなが ら、三木市 としては作 って参 りたい と思って

お ります。その よ うな中で、市民の皆様方 に行 っていただきやすい環境 を創

出 してまい りたい と思っている次第で ございます。



それ と先程、企業長がお答 えいた しま した地元企業 の参入の件につ きま し

ては、企業長の答 えでは、一般的な今後の企業 の本当の意味での育成 にっい

ての考 えを述べた とい うことで ございます。 この当該統合病院についての地

元企業の参入につ きま しては、事務局長、企業長そ して副企業長 ともに同 じ

考えでお ります。先程お答 えいた しま した、4な い し5分 野 に、 で き る限 り

分 割 でき る ものは分割 して、発 注 してい くことに向けて努 めて行 く。

ただそれ は、分割発注 しても受 けていただきにくい工種 とか、そのよ うな

ものはあろ うか と思います が、できるだけ受 けていただけるものについては、

分割発注 を して地元の小野、三木の業者様に受 けていただ く環境 を整備 して

い く。 このよ うなことにつ きま しては、何 ら不一致が出ているものでは ござ

いませ ん。不一致 とい うことではな く、私 どもが企業長 とよく詰めていない。

私 に非があるわけでございます が、ただ今、参考例 として申し上げま した。

三木市の一つの例 として、はばたきの丘 とか南の交流センター とかい ろんな

所で取 り組 みま した。明石市 さんが取 り組 んでお られ るよ うな方式、即 ち、

工事費 の内の10%は 必 ず 地元 業者 で受 け て くだ さい とい うことを入札条件

として入れ る、いわゆる条件付 きの一般競争入札。そ うい う方法 を今 回企業

団 として、それを取 るのか ど うか、取 るとして もその率 をい くらぐらいにす

るのか どうかにつ きま しては、今後 、企業長 とも相談を させていただき、い

い方 向で地元企業が参入できる方法 を考え させ ていただきたい と考えてお り

ます。

以上で ございます。

【「議長」の声 あ り】

○議長(藤 本 幸作)

はい 、蓬 莱企 業長 。

○企 業 長(蓬 莱務)

ほ とん ど整 理 を して、副 企 業長 か ら答 えていただきま したので、ご理解賜

った と思います。先 ほ どの鑑 定に基づ く建設用地の買収 とい うことですが、

造成前 と造成後 に取 った もの を開示 します とい うことを前 にお約束いた しま

した。

造成前の鑑定は、本年1月1日 を基 準 日と して第1回 を行 った とい うこ と

を 申 し上 げ ま した。造成後は、今年12月 に造成 工事 が完 了す る予 定 で ある

ので、来年1月 に実施 す る こ とも先 程 答弁 させていただきま した。

そ こで、 もう少 し詳 しくお話 させ ていただきます と、造成前の鑑定は ど う

だったのか と申 します と、金額 は申し上げ られませんが、ほぼ予測 どお りの

鑑 定であった とご理解 くだ さい。即 ち、用地計画 も含 め全体計画 を設定 して



い るわけです が、 これが著 しく安い とか、高い とかではなくて、いわゆる客

観 的な判 断において理解 のできる造成前の鑑定であった とい うことであ りま

す。

それ ならばはっき り言 って もらって、次の造成後の ことも言 っても らった

らいいではないか とい うことですが、総合 的な判 断を して売却す るわ けです

か ら、やは り次 の鑑定 に影響 を及ぼ した らいけないので、慎重 にしたい とい

うことです。 それでは1回 目は どれ く らい で あっ たか と、議員 も少 しご関心

があるよ うで ございますので 申し上げた ら、著 しく異常な値 が出ていたので

はない とい うことをお答え してお きたい と思います。 ご理解賜 りたい と思い

ます。

も う一つ ございま したのが、2号 議 案 の 中で建 設 事 業費 が2億 円程度 削減

した とい うこ とで、予算の立て方が適切であったのか とい うことがあ りま し

た。私 は、よくや った と職員 に言 ってお ります。 当初、 これは設計監理 も含

め約5億6千 万 円で あ りま した。 決 ま った のはこの金額 の50%減 で あ りま

す 。 天 下 のス カイ ツ リー を作 る設計業者 さん と、半分で値段を決める とい う

ことは業界では噂 になってい るよ うで ございます。

なぜか と言 うと、 これか ら日本 の構造 の中で、病院 とい うのは再編が進 ん

で行 くとい うことは、我々が先行 したわけです。好む と好 まざるにかかわ ら

ず、 この動 きは大 きな うね りとなって動いています。そ うする と企業は、一

番最初 にどこ とど うや ってや ったのか とい うことが、非常に成果 としては大

事な ことなのです。

宣伝広告料的なことを考えれば、普通設計金額 と言 うのは8～12%と 社

会通 念 上決 まっ てい るのです が、これは建物 の130億 円か らすれ ば、 わず

か2.2%ぐ らい にな る。 これ は驚 異 的 な価 格で もって、か と言って設計監

理 とい うのは当然手抜 き工事ができない。 よくぞや った と議員 か ら言われ て

も、積算の立て方が甘かった とい うのは、認識 をも う一度考え直 しても らわ

ない とい けない。 とい うことを企業長 として 申し上げたい。

それ と神戸電鉄 のアクセスについては、一番心配 されてい るのは神鉄 、シ

ャ トルバス、 コミュニテ ィバス を含 め、 どうす るか とい うことは、神戸電鉄

の先行 きの問題 も含 め、住 民も少 しは意識改革 を しな くてはいけない とい う

こ とを頭の中においていただきたい。

昔は、65歳 以 上 の人 た ち は全 くの交通 弱者 で、車 に乗れない人 がた くさ

んお られま した。今は、ほとん ど家 に車が何 台かあって、近所 にもある とい

う中で、絆 が切れている。実 は80%以 上 の方 が 、 自家用 車 で病 院 に来 られ

てい る。その絆を切 らない とす ると、私は、 コミバ スを充実す ることも大事



だ し、一方では皆 さんが病院へお互いに協力 し合 って、 自家用車 で運 んでい

くとい う、そ うい う住民の意識改革 を一方です る。 このよ うな時代が来 てい

るとい う、そのよ うな接点を どの よ うに感 じるかが、 これか らの私たちの大

きな課題 であると思ってお ります。

この点は、角度 を変 えた ら、 これか らの10年 先 を考 えた時 の状況 は 、そ

の よ うな状況になる。全てが公 共搬送で賄 ってい くのが本 当にいいのか。そ

れ ともご近所 がお互い助け合 って、い ざとい う時 には救急車 を、その次 には

誰 かが乗せて行 くとい うよ うな ことをや ろ うではないか。 この よ うな運動が

盛 り上げって行 くことが、新 しい時代の新たな搬送システムであるとい う側

面 もあるとい うことです。おそ らくこのまま行 った ら、 これか らの人達 は9

5%以 上 の人 た ちが 自家用 車 で病 院 へ行 く時代が来 る。その時に、コ ミバス、

シャ トルバスな どを どの ように組み込んで行 くか、い ろんな角度か ら検討 し

てい く必要がある。否定的に言 ってい るのではないのです。

小野市 の場合は、今、ランランバスが走っています し、デマン ドバス もあ

ります。これ は交通政策 ではな く、福祉政策で行 っていますので、乗 ろ うと、

乗 らない と関係 ないのです。ですか ら無料なのです。交通政策でない として

現在行 っています。 ゆ くゆ くは、それ を担 うのはあなた方です よ、 とい うこ

とも言 っています。新 しい病院ができるまでには、まだ大分期間があ ります。

実際、誰が病院へ どの よ うな手段で行 くか と言 うと、多様な価値観 と多様 な

世代の人たちが混在す る中で、その価値観 の多様性 について論議 してい く必

要があろ うと思います。その よ うな時代に対 して、市民が果 た しうる役割 と

行政が果た しうる役割 を見極 めなけれ ばな らない。 とい うことを申し上げ答

弁 とさせていただきます。

○議長(藤 本 幸 作)

以上 で、通告 に よ る発 言 は終 わ りま したので、 これ にて質疑並び に一般質

問 を終結いた します。

これ よ り討論 に入 ります。

討論 については、通告があ りませ んので、 これ を終結 します。

これ よ り第1号 議 案 、 平成23年 度 北播 磨総 合 医療 セ ンター一・・企業団病院事

業会計予算並び に第2号 議 案 、 平成22年 度 北播 磨総 合 医療 セ ン ター企 業団

病 院事業会計補正予算(第1号)を 一括 して採 決 い た します。

お 諮 りいた します。

本案 を原案 の とお り決す ることに、 ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

ご異議 な しと認 めます。 よって第1号 議案 並 び に第2号 議案 は、原 案 の と



お り可決 されま した。

○議長(藤 本 幸作)

以 上 で、 本 日の 日程 は終 わ りま した。

今期定例会に提出 されま した案件は、ただいま全部議了いた しま した。

〈副企業長あい さっ 〉

○議長(藤 本 幸作)

この際 、藪本 副企 業 長 の こあい さっがございます。

○副企業長(藪 本 吉秀)

藤本 議 長 様 、竹 内副 議長 様 そ して議員の皆様方 、本当に熱心 に第3回 の北

播 磨 総 合 医療セ ン ター 企 業 団の定例会 にお きま して、終始 ご精励賜 り、熱 心

な ご議論 を賜 りま したこと、厚 くお礼 申し上 げる次第でございます。

合 わせ ま して、この度、私 どもの方 か ら提案いた してお りま した2つ の議

案 につ きま して も、先 ほ ど議決 を賜 りま した ことに対 しま してお礼 を申 し上

げる次第でございます。

質疑や一般質問の中で賜 りま した、数 々の多 くの本 当に熱心なご意見 を賜

ったわけで ございます。 この意見 を私 ども理事者側 といた しま して も、真剣

に踏 まえる中で、本 当に2年 と半年 を切 りま した。今 月 の29日 には祈 願祭

とい うこ とで、企 業長 も冒頭 申し上げた とお りで ございます。

本 当に土地 が造成 され 、そ して建物 が建 ってい くことによって、両市民の

皆様方 も新 しい物 が出来る とい うことに対す る不安が、期待 に変 わって行 く。

また、そ うなるべ く我々 も議会の皆様方 と一緒になって、 この企業団の適正

な運営に向けて、今後 とも誠心誠意取 り組 んで参 ります ので、皆様方のお力

をお借 りしたい と思います。

これか ら両市 において も、議会 の本会議等が始 まるわけで ございますけれ

ども、議員の皆様方 におかれま しては、ご健康 にご留意 されま して、それ ぞ

れ の市の前進 に向けて こ議論 を重ね られます ことを祈念 申し上げま して、副

企業長 としての挨拶 として閉 じさせていただきたい と思います。本 当にあ り

が と うございま した。

〈閉会 〉

○議長(藤 本幸 作)

お諮 りい た します 。

これ にて 閉会 して、 ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

ご異議 な しと認 めます。 よって、第3回 北播磨 総合 医療セ ン ター企 業 団議

会定例会 はこれ をもって閉会いた します。



〈議長 閉会あい さっ 〉

○議長(藤 本 幸作)

第3回 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業 団議会定例会の閉会に当た りま して、

一言 ごあい さつ を申し上げます
。

今期 定例会 は、企業団の平成23年 度 予算 並 び に平成22年 度補 正 予算 の

審 議 とい う、大変 に重要な定例会であ りま した。

議員各位 には、会議 中、慎重 なる御 審議 をいただき、適切、妥 当なる結論

を得 て、ここに滞 りなく議 了できま した ことは、企業団の運営のため、誠 に

御 同慶 に存 じます とともに、各位 の御 精励 に対 しま して、衷心 よ り深 く感謝

を申 し上げる次第で ございます。

議員各位 におかれま しては、健康 に御留意をいただき、ますます御活躍 く

だ さいます よう御祈念 申 し上 げま して、閉会のごあい さつ といた します。本

日はあ りが とうございま した。

閉会 午後4時30分

地方 自治法第123条 第2項 の規 定 に よ り、 ここに署名 す る。

北播磨総合医療センター企業団議会

議 長藤 蕨 丞う

……員加判 魯

会議録署名議員 塀葬 綾
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